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運輸業
経営管理
システム

御社の基幹システムへのご構想、
実現に向け、
お聞かせください。
長年にわたりお付き合いを賜っております運輸業経営のユーザー様方々から、

ご相談とご要望を拝聴し、貴重なご助言も頂戴しながら、

導入時のヒヤリングから運用時のサポートを通して積み重ねたノウハウをもって、

各社様ごとに弊社パッケージシステムをカスタマイズいたし、

基幹システムとしてご活用いただいています。
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6月1日号

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

44
（±0）

20
（+2）

9
（−6）

2
（±0）

75
（−4）

交通事故死者数（人）

4月30日現在 5月30日現在

1,002
（−113）

1,205
（−155）

全国の死亡
事故件数

978
（−109）

平成31年4月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【スマホネイティブと人材確保の工夫】…３
面／タイヤケアホントの話【進む欧州のTPMS義務化】…５面／食の新旧街道を行く
【「卵の道③」「錦糸卵と岩国寿司」】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,623 95.2%

一　般 ― 100.2%
宅配便（千個） 349,174 103.0%

輸送統計
平成31年3月分
▶国土交通省調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

5/15〜6/14  6698
6/15〜7/14  3427

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

7 ・�令和元年度中央近代化基金
融資推薦申込公募要綱

6
�＜環境特集2019＞
エコドライブに取り組む

トラック運送業界（前編）
・加賀運送㈲（東京都足立区）�

ドライバーへの安全指導強化により
燃費向上に繋げている同社

8 ・��［厚労省］労働災害発生状況
（詳細）

4・5
＜全ト協助成制度活用事例特集②＞
・経営診断受診促進事業
㈲福岡運送（岡山県岡山市）

　

現
在
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
船
舶
の
燃
料
油（
Ｃ
重
油
）

に
含
ま
れ
る
硫
黄
分
濃
度

は
︑
船
舶
か
ら
排
出
さ
れ
る

際
に
硫
黄
酸
化
物（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
）

や
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
な

ど
の
大
気
汚
染
物
質
を
生
み

出
す
︒
こ
れ
ら
の
大
気
汚
染

物
質
は
︑
呼
吸
器
疾
患
な
ど

の
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
︒そ
の
た
め
︑平
成
20（
２

０
０
８
）
年
に
開
催
さ
れ
た

国
際
海
事
機
関
の
海
洋
環
境

保
護
委
員
会
で
︑
船
舶
の
燃

料
油
の
硫
黄
分
濃
度
を
現
状

の
３
・
５
％
以
下
か
ら
０
・

５
％
以
下
と
す
る
﹁
Ｓ
Ｏ
Ｘ

規
制
﹂
を
︑
令
和
２
年
１
月

か
ら
全
世
界
的
に
実
施
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
︒

　

こ
れ
を
受
け
て
︑
国
交
省

で
は
平
成
29
年
３
月
︑
石
油

業
界
︑
海
運
業
界
︑
関
係
省

庁
等
︑
官
民
連
携
の
連
絡
調

整
会
議
を
設
置
し
︑
各
種
対

策
を
検
討
︒そ
の
１
つ
と
し
て
︑

﹁
硫
黄
分
の
低
い
適
合
油
へ

の
切
り
替
え
﹂
が
検
討
さ
れ

て
い
る
︒

　

硫
黄
分
の
低
い
適
合
油
を

製
造
す
る
過
程
で
大
量
の
軽

油
が
使
用
さ
れ
る
と
の
一
部

報
道
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
軽

油
の
需
給
ひ
っ
迫
に
よ
り
︑

軽
油
の
国
内
取
引
価
格
や
供

給
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
︒
政
府
は
︑
輸
出
用
の

　

厚
生
労
働
省
は
5
月
17

日
︑
平
成
30
年
の
﹁
労
働
災

害
発
生
状
況
﹂
を
公
表
し
た

（
８
面
に
関
連
）︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
30
年
の

労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数

は
９
０
９
人
（
対
前
年
比
７

・
１
％
減
）
で
︑
過
去
最
少

と
な
っ
た
︒
一
方
︑
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
者
数
は
12
万

７
３
２
９
人
（
同
５
・
７
％

増
）
と
︑
３
年
連
続
で
増
加

し
た
︒

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
で

は
︑
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡

軽
油
を
使
用
す
る
た
め
国
内

販
売
用
の
軽
油
価
格
へ
の
影

響
は
少
な
い
と
し
て
い
る
も

の
の
︑
全
ト
協
で
は
︑
同
規

制
実
施
に
よ
っ
て
軽
油
の
国

内
取
引
価
格
や
供
給
に
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
︑
国
交
省

と
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
に
対
し
︑
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
要
請
し
た
︒

　

同
緊
急
要
望
で
は
︑
桝
野

龍
二
全
ト
協
理
事
長
と
梶
原

景
博
日
本
バ
ス
協
会
理
事
長

が
国
交
省
と
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
を
訪
れ
︑
軽
油
の
価
格

・
供
給
対
策
強
化
を
要
望
す

る
と
と
も
に
︑
国
交
省
自
動

車
局
長
︑
同
海
事
局
長
︑
経

産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
へ
の
要
望
書
を
︑
全
ト
協

会
長
名
お
よ
び
日
本
バ
ス
協

会
会
長
名
に
よ
り
提
出
し
た
︒

者
数
は
１
０
２
人
（
同
25
・

５
％
減
）と
減
少
し
た
一
方
︑

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数

は
１
万
５
８
１
８
人
（
同
７

・
６
％
増
）と
増
加
︒
特
に
︑

従
来
か
ら
多
発
し
て
い
た

﹁
墜
落
・
転
落
﹂（
４
４
１
０

人
︑
前
年
比
２
１
８
人
増
）︑

﹁
転
倒
﹂（
２
６
５
１
人
︑
同

４
１
１
人
増
）と
腰
痛
な
ど
の

﹁
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動

作
﹂（
２
４
０
４
人
︑
同
２
０

１
人
増
）
に
よ
る
も
の
が
増

加
（
図
）︒

　

厚
労
省
で
は
︑
労
働
災
害

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
︑
国

や
事
業
者
︑
労
働
者
等
が
重

点
的
に
取
り
組
む
事
項
を
定

め
た
中
期
計
画
﹁
第
13
次
労

働
災
害
防
止
計
画
﹂（
２
０

１
８
～
２
０
２
２
年
度
︑
詳

細
８
面
）
の
中
で
︑
労
働
災

害
に
よ
る
死
亡
者
数
を
15
％

以
上
︑
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
者
数
を
５
％
以
上
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
︑会
員
事
業
者
に
対
し
︑

積
極
的
な
労
災
防
止
活
動
の

実
施
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
５
月
30
日
︑

令
和
２
年
１
月
か
ら
の
船
舶
用
燃
料
油
に

係
る
﹁
Ｓ
Ｏ
Ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）
規
制
﹂

開
始
を
前
に
︑
軽
油
の
価
格
・
供
給
対
策

強
化
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
を
︑
奥
田
哲

也
国
土
交
通
省
自
動
車
局
長
と
水
嶋
智
同

海
事
局
長
︑
高
橋
泰
三
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
に
対
し
て
提
出
し
た
︒

　

同
規
制
開
始
に
よ
り
軽
油
価
格
上
昇
の

恐
れ
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
︑
も
し
価
格
が

上
昇
し
た
場
合
に
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
と
っ
て
経
営
面
で
深
刻
な
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
全
ト
協
で
は
︑
我
が
国
の

経
済
と
国
民
生
活
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
の

輸
送
力
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
︑
関
係
省

庁
に
対
し
て
︑
同
規
制
実
施
に
伴
う
軽
油

の
価
格
・
供
給
対
策
強
化
を
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
く
︒

　

令
和
元
年
春
の
叙
勲
受
章

者
が
５
月
21
日
付
で
発
表
さ

れ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら

は
︑
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
で
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長
の
小
林
幹
愛
氏

と
︑
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

副
会
長
の
林
田
昌
吾
氏
が
旭

日
小
綬
章
を
受
章
し
た
︒

　

勲
章
伝
達
式
は
５
月
24
日

に
東
京
都
港
区
の
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で

行
わ
れ
た
（
写
真
）︒

　

受
章
者
は
次
の
各
氏
︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
小
綬
章

▽
小
林
幹
愛
（
こ
ば
や
し
・

み
き
よ
し
）
氏
・（
一
社
）

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑

（
公
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
︑
五
光
物
流
㈱

代
表
取
締
役
会
長
︑
茨
城
県

・
81
歳

▽
林
田
昌
吾
（
は
や
し
だ
・

し
ょ
う
ご
）
氏
・（
一
社
）
岡

山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
︑
井
倉
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
社
長
︑
岡
山
県
・
72
歳

厚労省厚労省 図　陸上貨物運送事業における死傷災害発生状況（平成 30年）

墜落・転落
4,410

（27.9％）

（単位：人）

転倒
2,651

（16.8％）

はさまれ・
巻き込まれ
1,674

（10.6％）

動作の反動・
無理な動作
2,404

（15.2％）

その他
4,679

（29.6％）

水
嶋
智
国
交
省
海
事
局
長
へ
の
要
望

書
を
、
大
坪
新
一
郎
同
海
事
局
次
長
㊧

に
手
渡
し
た
（
５
月
30
日
、
国
交
省
）

高
橋
泰
三
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
へ
の
要
望
書
を
、南
亮
同
庁
資

源
・
燃
料
部
長
㊧
に
手
渡
し
た
（
５
月

30
日
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）

死
亡
・
死
傷
者
数
と
も
に
前
年
比
２
倍
に

熱
中
症
に
よ
る
死
傷
災
害
発
生
状
況

「墜落・転落」「転倒」
「動作の反動・無理な動作」

による労災事故が増加

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
17

日
︑
平
成
30
年
の
﹁
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死
傷

災
害
の
発
生
状
況
﹂（
確
定

値
）
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

30
年
に
お
け
る
職
場
で
の

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
は

28
人
と
︑
29
年
と
比
べ
て
２

倍
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
死
傷

者
数
（
死
亡
者
数
と
休
業
４

日
以
上
の
業
務
上
疾
病
者
数

を
加
え
た
数
）
は
１
１
７
８

人
と
︑29
年
の
２
倍
を
超
え
︑

過
去
10
年
間
で
最
多
と
な
っ

た
︒

　

業
種
別
で
み
る
と
︑
運
送

業
で
は
29
年
に
は
死
亡
者
が

い
な
か
っ
た
が
︑
30
年
に
は

４
人
発
生
し
て
い
る
︒
さ
ら

に
︑
運
送
業
の
死
傷
者
数
は

29
年
と
比
べ
て
ほ
ぼ
２
倍
と

な
っ
た
︒

　

熱
中
症
で
死
亡
し
た
28
人

の
状
況
を
み
る
と
︑
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
値
（
暑
さ
指
数
）
が
基
準

値
を
超
え
た
こ
と
で
︑
熱
中

症
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
中

で
も
︑
作
業
環
境
の
正
確
な

把
握
や
作
業
計
画
の
変
更
を

行
わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
事
例
や
︑
重
篤
な
熱
中
症

の
兆
候
が
み
ら
れ
た
労
働
者

の
救
急
搬
送
が
遅
れ
た
事

例
︑
日
頃
か
ら
健
康
診
断
や

体
調
把
握
な
ど
の
事
業
場
に

お
け
る
健
康
管
理
を
適
切
に

実
施
し
て
い
な
い
事
例
な
ど

が
み
ら
れ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
熱
中
症
の

リ
ス
ク
を
過
小
評
価
す
る
こ

と
な
く
︑
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
測

定
な
ど
客
観
的
な
指
標
を
用

い
て
作
業
環
境
を
把
握
し
た

り
︑
労
働
者
の
体
に
大
き
な

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
な
作

業
計
画
︑
作
業
指
示
の
実
施

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

令和元年春の勲章伝達式（５月24日、グランドプリンスホテル新高輪）

桝野龍二全ト協理事長㊧が奥田哲也国交省自動車局長㊥に対して要望書を手渡した（5
月30日、国交省）旭日小綬章

小林 幹愛氏

【 叙  勲 】

旭日小綬章
林田　昌吾氏

軽油価格・供給対策強化へ要望書を提出

軽
油
価
格
上
昇
懸
念
に
対
応

来年1月の「SOx規制」開始を前に

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
に
栄
え
の
２
氏

令和元年
春の叙勲

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
が
大
幅
に
増
加

陸
上
貨
物
運
送
事
業

労
災
防
止
に
向
け
積
極
的
な
取
り
組
み
を

全
ト
協

国交省および経産省へ
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

︻
解
説
︼
先
に
結
論
を
申
し
上
げ
れ
ば
︑

今
度
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
︑
と
い
う

の
が
回
答
で
す
︒
た
し
か
に
︑
改
正
前

の
労
働
基
準
法
第
36
条
で
は
︑
時
間
外

労
働
に
つ
い
て
︑
使
用
者
に
対
し
︑
労

使
に
よ
る
書
面
協
定
の
締
結
と
労
働
基

準
監
督
署
長
へ
の
届
け
出
を
義
務
付
け

て
い
ま
し
た
が
︑
時
間
外
労
働
時
間
数

そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
労
使
両
当
事
者
の

Ａ�

告
示
か
ら
法
律
事
項
に
格

上
げ
さ
れ
て
お
り
無
効
に

　
36
協
定
の
限
度
時
間
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。
以
前
は
、「
限

度
基
準
告
示
の
限
度
時
間
を
超
え

た
協
定
を
結
ん
で
も
協
定
自
体
は

無
効
に
は
な
ら
な
い
」
と
聞
い
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
も
こ
う
し
た
点
は
変
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

 第182回 

改正後でも限度時間を
超えた36協定は有効か

問
題
と
し
て
︑
法
律
上
の
規
制
は
加
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
そ
の
代
わ
り
に
︑

い
わ
ゆ
る
限
度
基
準
告
示
（
平
成
10

年
労
働
省
告
示
第
１
５
４
号
﹁
労
働
基

準
法
第
36
条
第
１
項
の
協
定
で
定
め
る

労
働
時
間
の
延
長
の
限
度
等
に
関
す
る

基
準
﹂）
で
限
度
時
間
を
設
け
︑
協
定

時
間
を
極
力
そ
の
範
囲
内
に
収
め
る
よ

う
指
導
し
て
き
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
告
示
に
よ
る
努
力
義

務
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
︑
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
協
定
時
間
が
限
度
時
間
を
超
え

て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
︑
直
ち
に
協
定

が
無
効
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

と
こ
ろ
が
︑
今
回
の
改
正
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
月
45
時
間
︑
年
３
６
０
時
間

以
内
の
限
度
時
間
（
労
基
法
第
36
条

第
４
項
）︑
特
別
条
項
に
よ
る
１
か
月

１
０
０
時
間
（
休
日
労
働
を
含
む
）
未

満
︑
年
間
７
２
０
時
間
（
同
）
以
内
の

上
限
時
間
及
び
年
６
か
月
以
内
の
月
数

の
上
限
（
同
条
第
５
項
）
は
い
ず
れ
も

法
律
事
項
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
︑
こ
れ
ら
の
時
間
や
月
数
を
超
え
た

協
定
は
法
律
違
反
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
︒
こ
う
し
た
点
に
つ
い

て
は
︑
厚
生
労
働
省
の
行
政
通
達
（
平

成
30
年
12
月
︑
基
発
１
２
２
８
号
第
15

号
）
で
も
︑
限
度
時
間
等
は
﹁
い
ず
れ

も
法
律
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
要
件
で

あ
り
︑
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
は
全

体
と
し
て
無
効
で
あ
る
﹂
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
︑
前
記
法
律
事
項
を
満

た
す
協
定
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

　

ま
た
︑
併
せ
て
︑
今
回
の
改
正
で
は
︑

﹁
労
働
基
準
法
第
36
条
第
１
項
の
協
定

で
定
め
る
労
働
時
間
の
延
長
及
び
休
日

の
労
働
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
事
項
等

に
関
す
る
指
針
﹂（
平
成
30
年
厚
労
省

告
示
第
３
２
３
号
）
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
︒
指
針
で
は
︑
使
用
者
に
対
し
︑
安

全
配
慮
義
務
を
負
っ
て
お
り
︑
長
時
間

労
働
と
過
労
死
と
の
関
連
性
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
ほ
か
︑

労
使
双
方
に
①
時
間
外
・
休
日
労
働

は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
︑
②
業
務

区
分
を
細
分
化
し
︑
範
囲
を
明
確
に
す

る
︑
③
限
度
時
間
を
超
え
る
場
合
を
で

き
る
限
り
具
体
的
に
定
め
︑
限
度
時
間

に
近
づ
け
る
︑
④
１
か
月
未
満
の
目
安

時
間
１
週
間
15
時
間
︑２
週
間
27
時
間
︑

４
週
間
43
時
間
を
超
え
な
い
︑
⑤
休
日

労
働
の
日
数
︑
時
間
数
を
で
き
る
限
り

少
な
く
︑
短
く
す
る
︑
⑥
労
働
者
の
健

康
・
福
祉
を
確
保
す
る
︱
︱
こ
と
な
ど

を
求
め
て
い
ま
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
こ
の
指
針
を
守
っ
て
い

な
い
36
協
定
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑
こ
ち
ら
の
方
は

法
律
事
項
で
は
な
く
︑
改
正
前
の
限
度

基
準
告
示
と
同
様
指
針
に
す
ぎ
ま
せ
ん

の
で
︑
協
定
が
法
定
要
件
を
満
た
し
て

い
る
限
り
は
直
ち
に
無
効
と
は
さ
れ
ま

せ
ん
︒
た
だ
し
︑前
記
行
政
通
達
で
は
︑

﹁
法
第
36
条
第
９
号
の
規
定
に
基
づ
く

助
言
及
び
指
導
の
対
象
と
な
る
﹂
と
し

て
い
ま
す
の
で
︑
監
督
署
か
ら
指
針
を

守
る
よ
う
助
言
や
指
導
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
︒

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～停止距離編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		停止距離とは空走距離と制動距離を合わせた距離をいう。　　
（	○・×	）

❷		制動距離とは運転者が危険を感じてからブレーキを踏み、ブレ
ーキが実際に効き始めるまでの間に車が走る距離をいう。　　
（	○・×	）

❸		重い荷物を積んでいるときは、制動距離が長くなる。　　　　
（	○・×	）

❹		運転者が疲れているときは、空走距離が短くなる。　　　　　
（	○・×	）

❺		雨に濡れた路面をすり減ったタイヤで走行すると、乾燥路面を
タイヤの状態がよい場合の走行に比べて、停止距離が2倍程度
延びることがある。（	○・×	）

（解答は７面）

　あなたは前方左側に商業施設のある片側１車線の道路を走行して
います。激しい雨が降っており、道路は冠水状態です。前車が左の
合図を出しました。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考
えてみましょう。

状 

況

〔第 112回〕「降雨時の単路走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

５
月
24
日
︑
第
７
回
税
制

委
員
会（
小
幡
鋹
伸
委
員
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒

　

ま
ず
議
事
に
先
立
ち
︑
平

成
31
年
度
税
制
改
正
・
予
算

に
関
す
る
要
望
と
結
果
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒
続

く
議
事
で
は
︑
令
和
２
年
度

の
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
事
項
（
案
）
お
よ
び

活
動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

審
議
し
︑
原
案
通
り
承
認
︒

　

要
望
事
項
お
よ
び
活
動
計

画
は
︑
６
月
６
日
開
催
の
第

災
害
支
援
・
緊
急
輸
送
へ
の

貢
献
で
経
産
省
か
ら
感
謝
状

平
成
30
年
７
月
豪
雨
・

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

　

経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
お
よ
び
平
成
30
年
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
お
い
て
︑

経
産
省
の
要
請
や
国
と
の
連

携
を
通
じ
て
緊
急
対
応
を
行

い
︑
避
難
所
生
活
や
住
民
生

活
の
改
善
に
貢
献
し
た
１
７

０
の
企
業
・
団
体
に
対
し
て

感
謝
状
を
授
与
し
た
︒

１
８
０
回
理
事
会
に
お
い
て

審
議
さ
れ
︑
承
認
を
受
け
た

の
ち
﹁
令
和
２
年
度
税
制
改

　

５
月
24
日
に
は
︑
経
産
省

の
島
田
勘
資
大
臣
官
房
審
議

官（
商
務
・
サ
ー
ビ
ス
担
当
）

が
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

訪
れ
︑
桝
野
龍
二
理
事
長
に

正
・
予
算
に
関
す
る
要
望

書
﹂
を
作
成
︒
７
月
以
降
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

連
携
し
て
陳
情
・
要
望
活
動

を
展
開
す
る
︒

　

な
お
︑委
員
会
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
の
山
本

巧
高
速
道
路
課
長
が
﹁
高
速

道
路
に
関
す
る
最
近
の
話
題

に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
っ
た
︒

「
過
労
死
等
防
止
・
健
康　

起
因
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　

 　
　
　
　
　
を
開
催

６
月
か
ら
全
国
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

感
謝
状
を
手
渡
し
て
緊
急
支

援
物
資
輸
送
等
の
迅
速
な
対

応
に
謝
意
を
表
し
た
︒

「
ア
ジ
ア
・
シ
ー
ム
レ
ス
物

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
」

に
馬
渡
副
会
長
が
出
席

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

５
月
16
日
︑
東
京
都
大
田

区
の
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
﹁
ア
ジ
ア
・
シ

ー
ム
レ
ス
物
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９
﹂
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

は
︑
過
労
死
等
の
根
絶
を
図

る
た
め
︑
平
成
30
年
３
月
に

﹁
脳
・
心
臓
疾
患
に
よ
る
過

労
死
等
の
発
症
を
５
年
後
ま

で
に
20
％
削
減
す
る
﹂
こ
と

等
を
目
標
に
掲
げ
た
﹁
過
労

死
等
防
止
計
画
﹂を
策
定
し
︑

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
馬
渡
雅
敏
副
会

長
が
出
席
し
︑
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
登
壇
し
た
︒

　

今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
︑﹁
持
続
的
・
安
定

的
な
強
い
物
流
を
！　
﹃
ホ
ワ

イ
ト
物
流
﹄
へ
の
挑
戦
と
展

望
～
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
乗

り
越
え
る
取
引
・
労
働
環
境

の
整
備
と
実
践
～
﹂
が
テ
ー

マ
︒
立
教
大
学
経
営
学
部
の

高
岡
美
佳
教
授
に
よ
る
進
行

で
︑
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
国
土

交
通
省
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
︑
荷
主
企
業
︑
関
連
団

体
の
担
当
者
が
名
を
連
ね
︑

物
流
の
ホ
ワ
イ
ト
化
に
対
す

る
問
題
意
識
や
実
際
の
取
り

組
み
内
容
︑
今
後
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
︒

同
計
画
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
過

労
死
等
防
止
計
画
﹄
を
作
成

す
る
な
ど
︑
過
労
死
お
よ
び

健
康
起
因
事
故
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
︑
今
年
度
も
過
労
死

等
防
止
計
画
の
周
知
お
よ
び

健
康
管
理
の
徹
底
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
﹁
過
労
死
等
防

止
・
健
康
起
因
事
故
防
止
セ

ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
︒
６
月
13

日
の
埼
玉
県
で
の
開
催
を
皮

切
り
に
︑
全
国
の
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
単
位
で
同
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
（
表
）︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
︑
所
属

の
各
都
道
府
県
ト
協
へ
︒

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

案
等
を
承
認

第
14
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・

高
圧
ガ
ス
部
会

　

５
月
29
日
︑
第
14
回
タ
ン

ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス
部
会

（
堀
田
正
二
部
会
長
）
が
愛

知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

た
︒
議
事
で
は
︑
平
成
30
年

度
事
業
報
告
（
案
）︑
２
０

１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）

等
に
つ
い
て
審
議
し
︑
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
︒ 

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
に
つ
い
て
は
︑
正
副
部

会
長
５
氏
が
留
任
︒
２
０
１

９
年
度
事
業
計
画
で
は
︑
①

危
険
物
荷
卸
し
時
相
互
立
会

い
の
推
進
に
向
け
た
活
動
の

実
施
︑
②
関
係
法
令
に
関
す

る
諸
課
題
改
善
の
推
進
︑
③

関
係
行
政
機
関
及
び
荷
主
団

体
等
と
の
連
携
強
化
や
部
会

員
相
互
の
情
報
交
換
︑
部
会

組
織
の
拡
充
︱
︱
を
３
本
柱

と
し
︑
部
会
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
た
︒ 

　

議
事
終
了
後
に
行
わ
れ
た

研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
平
嶋
隆
司
貨
物

課
長
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
を
取
り
巻
く
当
面
す
る
諸

課
題
等
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
っ
た
︒

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け　

再
発
防
止
の
徹
底
を
要
請

飲
酒
運
転
防
止
等

法
令
遵
守
を
呼
び
か
け

　

国
土
交
通
省
は
５
月
23

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑
事
業
用
自
動
車
の

運
転
者
に
対
す
る
飲
酒
運
転

の
防
止
等
法
令
遵
守
の
徹
底

に
つ
い
て
要
請
し
た
︒

　

同
要
請
は
︑
事
業
用
自
動

車
に
よ
る
飲
酒
を
伴
う
事
故

が
今
年
12
件
発
生
し
て
い
る

う
ち
︑
10
件
が
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
受

け
て
の
も
の
︒
事
業
用
自
動

車
の
運
転
者
に
よ
る
飲
酒
運

転
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
社
会
的
信
頼
性
を
著
し
く

失
墜
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
︑

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た

荷
主
等
と
の
深
い
信
頼
関
係

を
も
根
底
か
ら
崩
壊
さ
せ
か

ね
な
い
悪
質
な
行
為
で
あ
る

こ
と
か
ら
︑
同
28
日
︑
全
ト

協
は
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
対
し
て
︑
文
書
で
会

員
事
業
者
等
に
対
す
る
周
知

依
頼
の
徹
底
を
要
請
︒
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
︑
関
係
者
一
丸

と
な
っ
て
の
積
極
的
な
再
発

防
止
対
策
の
再
徹
底
を
求
め

た
︒ ６

月
末
を
も
っ
て
閉
鎖

盛
岡
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

盛
岡
Ｔ
Ｓ
（
岩
手
県
滝
沢

市
）
は
︑
６
月
28
日
㈮
を
も

っ
て
閉
鎖
し
ま
す
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

（
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
）

▽
６
月
６
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
８
０
回
理
事
会

▽
６
月
17
日

・
第
37
回
セ
メ
ン
ト
部
会

▽
６
月
19
日

・
重
量
部
会
令
和
元
年
度
通
常

総
会

▽
６
月
27
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
95
回
通
常
総
会

・
第
１
８
１
回
理
事
会

燃
費
性
能
の
よ
い
ト
ラ
ッ

ク
に
対
す
る
導
入
補
助

を
実
施

電
動
化
対
応
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
導
入
加
速
事
業

　

国
土
交
通
省
は
４
月
26

日
︑
平
成
31
年
度
﹁
電
動
化

対
応
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
導
入

加
速
事
業
﹂
の
公
募
を
開
始

し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
環
境
省
と
連
携

し
︑
運
輸
部
門
に
お
け
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出

削
減
を
図
る
た
め
︑
補
助
対

象
と
し
て
事
前
登
録
さ
れ
た

最
も
燃
費
性
能
の
よ
い
ト
ラ

ッ
ク
等
（
電
気
自
動
車
︑
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
）
の
導
入
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
︒

（
公
財
）
日
本
自
動
車
輸
送

技
術
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
記

載
さ
れ
た
補
助
対
象
車
両
一

覧
に
記
載
さ
れ
た
車
両
が
︑

補
助
の
対
象
と
な
る
︒

　

補
助
率
は
表
の
通
り
︒
申

請
受
付
期
間
は
２
０
２
０
年

１
月
31
日
㈮
ま
で
︒

　

申
込
方
法
等
詳
細
は
︑
日

本
自
動
車
輸
送
技
術
協
会
Ｈ

Ｐ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

乗
務
記
録
付
票
へ
の
荷
役

作
業
等
の
記
録
方
法
を
紹
介

輸
送
安
全
規
則
を
一
部
改
正

　

国
土
交
通
省
は
６
月
15
日
︑

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
﹂を
施
行
す
る（
前

号
に
て
既
報
）︒そ
れ
に
伴
い
︑

裏
面
に
記
録
の
記
載
例
等
を

示
し
た
周
知
用
チ
ラ
シ
（
写

真
）
を
今
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄
に
同
封
し
て
い
る
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
第
８
条
で
は
︑

事
業
用
自
動
車
に
係
る
運
転

者
の
乗
務
に
つ
い
て
︑
当
該

乗
務
を
行
っ
た
運
転
者
ご
と

に
︑
休
憩
ま
た
は
睡
眠
を
し

た
場
合
の
地
点
・
日
時
︑
荷

待
時
間
に
関
す
る
事
項
等
を

記
録
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
︒

今
改
正
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
両
総
重
量

８
㌧
以
上
ま
た
は
最
大
積
載

量
５
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
務
し
た
場
合
︑
集
貨
地
点

等
で
荷
役
作
業
等
を
実
施
し

た
際
に
︑﹁
集
貨
地
点
等
﹂
や

﹁
荷
役
作
業
等
の
内
容
な
ら

び
に
開
始
お
よ
び
終
了
の
日

時
﹂
に
つ
い
て
も
︑
乗
務
記

録
と
し
て
記
載
す
る
必
要
が

あ
る
︒
ま
た
︑﹁
記
載
内
容

に
つ
い
て
の
荷
主
の
確
認
の

有
無
﹂
に
つ
い
て
も
乗
務
記

録
の
対
象
と
な
る
︒

　

同
チ
ラ
シ
で
は
︑

乗
務
記
録
付
票
へ

の
荷
待
時
間
・
荷

役
作
業
等
の
記
載

方
法
に
つ
い
て
︑

裏
面
の
記
載
例
と

と
も
に
紹
介
し
て

い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
今
改
正
に

よ
り
︑
よ
り
詳
細
に
荷
役
作

業
等
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
と
荷
主
と
の
協
力
に
よ
る

改
善
へ
の
取
組
み
を
一
層
促

進
し
て
い
く
と
と
も
に
︑
同

記
録
を
︑
荷
役
作
業
や
附
帯

作
業
に
よ
り
長
時
間
労
働
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
荷
主
へ
の

勧
告
等
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
判
断
材
料
と
し
て
い
く
︒

表 補助対象車両および補助率
補助対象車両（※１） 補助率

電気トラック（※２） 標準車との差額（※４）の３分の２
ハイブリッドトラック（※３） 標準車との差額（※４）の２分の１

充電設備 上記車両と一体的に導入する設備について、JATA
が認めた（※５）導入費用の２分の１

※１　 日本自動車輸送技術協会 HP 内「電動化対応トラック・バス導入加速事業の公募」のページから、事前登
録された補助対象車両一覧に記載された車両が対象。

※２　車両総重量 2.5 トン超のトラックが対象。
※３　車両総重量 12 トン超の事業用トラックが対象。
※４　 同規模かつ同等仕様の最新燃費基準に適合したディーゼル自動車の価格と補助金申請自動車の価格の差額。
※５　充電器本体価格及びその設置に係る工事費が対象。

第14回タンクトラック・高圧ガス部会（５月29
日、ザ・グランクレール）

パネルディスカッションで発言する馬渡全ト協副
会長（右から3人目、5月16日、東京流通センター）

令和元年度「過労死等防止・
健康起因事故防止セミナー」開催日程

（5月27日現在）

都道府県 開催日 場　所
北海道 11月1日（金） 北海道トラック総合研修センター
青　森 開催予定 青森県トラック協会研修センター
岩　手 6月14日（金） 岩手県トラック協会総合研修会館
宮　城 11月19日（火） 宮城県トラック研修センター
秋　田 11月28日（木） 秋田県トラック協会中央研修センター
山　形 9月5日（木） 山形県トラック総合会館
福　島 10月30日（水） 福島県トラック協会県中研修センター
茨　城 9月26日（木） 茨城県トラック総合会館
群　馬 11月15日（金） 群馬県トラック総合会館
埼　玉 6月13日（木） 埼玉県トラック総合会館
千　葉 10月11日（金） 千葉県トラック総合会館
東京① 11月6日（水） 東京都トラック総合会館
東京② 11月22日（金） 東京都トラック総合会館
新　潟 2年2月17日（月） 新潟県トラック総合会館
長　野 2年1月15日（水） 長野県トラック会館
富　山 8月30日（金） 富山県トラック会館
石　川 9月13日（金） 石川県トラック会館
静　岡 9月12日（木） 静岡県トラック会館
三　重 開催予定 未定
滋　賀 9月25日（水） 滋賀県トラック総合会館
京　都 2年1月23日（木） 京都自動車会館
大　阪 9月10日（火） 大阪府トラック総合会館
兵　庫 9月4日（水） 兵庫県トラック総合会館
奈　良 開催予定 奈良県トラック会館
和歌山 開催予定 未定
鳥　取 8月23日（金） 鳥取県トラック協会
島　根 9月19日（木） 島根県トラック協会西部研修会館
岡　山 9月26日（木） 岡山県トラック総合研修会館
広　島 開催予定 広島県トラック総合会館
山　口 2年2月14日（金） 山口県トラック協会研修会館
徳　島 2年1月23日（木） 徳島県トラック会館
愛　媛 8月27日（火） 愛媛県トラック総合サービスセンター
高　知 開催予定 高知市内「サンピアセリーズ」
福　岡 10月16日（水） リファレンス駅東ビル
佐　賀 9月20日（金） 佐賀県トラック協会
長　崎 7月18日（木） 長崎県トラック協会研修会館
熊　本 9月4日（水） グランメッセ熊本
大　分 開催予定 大分県トラック会館
宮　崎 10月18日（金） 宮崎県トラック協会総合研修会館

鹿児島① 11月14日（木） 北薩地区研修センター
鹿児島② 11月15日（金） 鹿児島県トラック研修センター
沖　縄 8月28日（水） 九州沖縄トラック研修会館

※詳細については、各都道府県ト協へお問い合わせください。

島田経産省大臣官房審議官㊧から感謝状を授
与される桝野全ト協理事長㊨（5月24日、全ト協）

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
は
︑
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
６
月
20
日
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

令
和
２
年
度
税
制
改
正
・　

　

予
算
要
望
事
項
等
を
承
認

第
７
回
税
制
委
員
会第７回税制委員会（５月24日、全ト協）
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保
有
車
両
数
約
１
９
０
台
規
模

の
関
東
の
事
業
者
が
︑
今
年
２
月

に
名
古
屋
市
近
郊
に
進
出
し
た
︒

中
部
地
区
に
お
け
る
営
業
所
開
設

は
初
め
て
で
あ
る
︒
最
低
保
有
車

両
数
５
台
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
が
難
航
し
︑
４

月
中
旬
時
点
で
は
ま
だ
３
人
︑
３

台
で
の
稼
働
だ
っ
た
︒﹁
そ
れ
で
も
︑

２
か
月
ぐ
ら
い
で
３
人
を
採
用
で

き
た
の
は
優
秀
な
方
だ
と
い
う
地

元
の
事
業
者
も
い
る
﹂と
の
こ
と
︒

そ
れ
だ
け
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
が
難

し
い
の
が
実
態
の
よ
う
だ
︒

　

一
方
︑
保
有
車
両
数
が
１
２
０

０
台
強
の
関
東
の
事
業
者
が
︑
今

年
４
月
に
大
阪
で
初
め
て
営
業
所

を
開
設
し
た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
募
集

で
は
１
０
０
人
を
超
え
る
応
募
者

が
あ
り
︑
５
月
中
旬
の
時
点
で
20

数
人
を
採
用
し
て
業
務
を
遂
行
し

て
い
る
︒﹁
当
初
は
お
手
並
み
拝

見
だ
っ
た
地
元
の
同
業

者
も
︑
短
期
間
で
20
数

人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確

保
し
た
の
で
︑
驚
い
て

い
る
よ
う
だ
﹂と
い
う
︒

　

そ
の
他
に
も
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
採
用
で
比
較
的

成
功
し
て
い
る
事
業
者

に
は
︑
募
集
方
法
な
ど

に
お
い
て
共
通
点
が
あ

る
︒
２
０
１
５
年
10
月
15
日
号

の
当
コ
ラ
ム
で
書
い
た
よ
う
に
︑

人
材
確
保
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
①

ウ
ェ
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
︑
②
ス
マ

ホ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
︑
③
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
︒

そ
れ
か
ら
約
３
年
半
が
経
っ
た

現
在
︑
も
う
１

つ
付
け
加
え
る

な
ら
﹁
求
人
サ

イ
ト
や
求
人
誌

に
頼
り
す
ぎ
る

な
﹂︑
と
い
う

ワ
ー
ド
だ
ろ
う
︒

　

求
人
サ
イ
ト

な
ど
は
あ
く
ま

で
自
社
と
の
最

初
の
接
点
︑
入

り
口
や
キ
ッ
カ

ケ
と
し
て
利
用

す
べ
き
で
あ

る
︒
し
た
が
っ

て
︑
そ
れ
だ
け

で
応
募
に
至
る

と
は
期
待
し
な

い
方
が
よ
い
︒
求
人
媒
体
に
頼

り
す
ぎ
る
と
広
告
費
が
増
え
る

だ
け
で
︑費
用
対
効
果
が
低
い
︒

こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
機
会

を
改
め
る
が
︑
こ
こ
で
は
ス
マ

ホ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
を
対
象
に
し
て

い
る
と
い
う
現
実
に
つ
い
て
考

え
よ
う
︒

　

あ
る
事
業
者
は
新
卒
の
定
期
採

用
を
し
て
い
る
が
︑
今
年
４
月
の

入
社
は
大
卒
３
人
︑
高
卒
６
人
だ

っ
た
︒
し
か
し
︑
新
入
社
員
教
育

と
各
職
場
で
の
現
場
実
習
を
修
了

し
︑配
属
を
決
め
る
前
の
面
接
で
︑

事
務
職
希
望
で
入
社
し
た
女
性

が
︑
自
分
か
ら
事
務
職
で
は
な
く

現
業
職
へ
の
配
属
を
希
望
し
て
き

た
と
い
う
︒﹁
理
由
は
パ
ソ
コ
ン（
Ｐ

Ｃ
）が
苦
手
だ
か
ら
と
い
う
も
の
︒

若
い
人
は
Ｐ
Ｃ
な
ど
が
得
意
だ
と

思
っ
て
い
た
の
に
︑
全
く
理
解
で

き
な
い
﹂
と
社
長
は
嘆
く
︒

　

こ
れ
こ
そ
典
型
的
な
ス
マ
ホ
ネ

イ
テ
ィ
ブ
だ
︒
ス
マ
ホ
が
普
及
し

た
環
境
の
中
で
育
っ
て
き
た
若
い

人
た
ち
の
中
に
は
︑
高
校
や
大
学

を
卒
業
す
る
ま
で
Ｐ
Ｃ
に
触
れ
た

こ
と
が
な
い
︑
と
い
う
人
も
珍
し

く
な
い
︒
す
る
と
︑
中
途
採
用
に

お
け
る
募
集
の
仕
方
で
も
︑
入
社

し
て
か
ら
の
教
育
・
育
成
に
し
て

も
︑
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
対
象

と
し
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
︒

　

募
集
に
お
い
て
は
ス
マ
ホ
検
索

を
前
提
に
︑
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
時
間

を
短
く
す
る
よ
う
に
し
︑
文
字
数

も
少
な
く
︑
文
字
を
読
ま
せ
る
の

で
は
な
く
感
じ
さ
せ
る
な
ど
の
工

夫
が
必
要
で
あ
る
︒

第
233
回

スマホネイティブと人材確保の工夫

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①降雨時は視界が悪くなり、前車の合図に気づくの
が遅れることがあります。特に雨が激しい時は、前
車の水しぶきで一層合図が見えづらくなることが
ありますから、前方をしっかり見て発見の遅れが
生じないようにするとともに、前車の減速や停止
に十分に対応できるだけの車間距離をとって走行
しましょう。
②道路が冠水している状態の時は、前車や対向車の
水しぶきで視界が遮られることがあります。そのよ
うな時、あわててブレーキを踏んだりハンドルを
切るのは危険ですから、落ち着いて視界が回復す
るのを待ちましょう。なお、車体の大きいトラック
は乗用車に比べて水しぶきの量が多く、勢いも強
くなりますから、前車や対向車がトラックの場合は、
特に注意しましょう。また、自車のはねあげた水が
他車や歩行者等に危害を及ぼす恐れもあります。
水しぶきはスピードが速くなるほど強くなります。
その意味からも降雨時はスピードを落として走行
しましょう。

①左の合図を出した前車が商業施設に入ろうとして
減速すると、追突する危険があります。また、追突
を避けようとして右にハンドルを切り、センターライ
ンをはみ出すと、対向車と衝突する危険があります
（図１）。

②対向車とすれ違う時に、対向車のはねあげた水で
前方の視界が遮られると、前車の減速に気づくのが
遅れたり、あわてて急ブレーキを踏むなどしてスリ
ップする危険があります（図２）。

③商業施設の駐車場から車が車道に出てくると、衝突
する危険があります（図３）。

　あなたは前方左側に商業施設のある片側
１車線の道路を走行しています。激しい雨が
降っており、道路は冠水状態です。前車が左
の合図を出しました。この場面にはどのよう
な危険がありますか。また、危険を避けるた
めにはどのような運転をすればよいでしょう
か。考えてみましょう。

図１

図２

図３

③商業施設の駐車場から車が出てくることも
ありますから、駐車場の状況にも目を配り、
車道に出てくる車がいないかどうかをしっ
かり確認しながら走行しましょう。

大阪府警
　

大
阪
府
警
察
本
部
で
は
︑

６
月
28
日
㈮
・
29
日
㈯
に
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
（
大
阪
市

住
之
江
区
）
で
開
催
さ
れ
る

﹁
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
﹂
に

合
わ
せ
︑
大
阪
府
内
の
高
速

道
路
や
一
般
道
で
大
規
模
な

通
行
止
め
規
制
を
行
う
︒

　

交
通
規
制
の
概
要
は
次
の

通
り
︒

①
阪
神
高
速
道
路

　

６
月
27
日
㈭
～
30
日
㈰
の

４
日
間
︒
各
日
早
朝
か
ら
深

夜
ま
で
（
路
線
に
よ
り
変
動

あ
り
）︒

・
27
日
㈭
＝
環
状
線
を
中
心

と
し
た
複
数
路
線
と
湾
岸
線

上
り
に
お
い
て
︑
通
行
止
め

規
制
を
最
長
早
朝
か
ら
深
夜

ま
で
継
続
し
て
実
施
︒

 

物
流
効
率
化
な
ど
を
通

じ
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

実
施
を
呼
び
か
け

「
夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
に
つ
い
て
」

　

経
済
産
業
省
は
５
月
21
日
︑

﹁
夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
に
つ
い
て
﹂を
発
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
関
係
政
府
機
関

で
構
成
さ
れ
る
﹁
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
資
源
対
策
推
進
会

議
省
庁
連
絡
会
議
﹂
が
決
定

し
た
も
の
︒
６
月
か
ら
９
月

ま
で
の
夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
期
間
に
お
い
て
︑
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
活
動
を

行
い
︑
国
民
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
取
り
組
み
の
実
践
に
つ

い
て
協
力
を
呼
び
か
け
る
︒

　

貨
物
運
送
事
業
者
な
ど
運

輸
関
係
の
事
業
者
に
対
し
て

は
︑
主
に
以
下
の
取
り
組
み

の
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

①
運
輸
分
野
に
お
け
る
省
エ

ネ
法
に
基
づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
の
実
施

　

貨
物
運
送
事
業
者
お
よ
び

荷
主
に
お
い
て
は
︑
省
エ
ネ

・
28
日
㈮
＝
環
状
線
を
中
心

と
し
た
複
数
路
線
に
お
い

て
︑
通
行
止
め
規
制
を
早
朝

か
ら
深
夜
ま
で
継
続
し
て
実

施
︒
ま
た
︑
湾
岸
線
上
り
に

お
い
て
︑
通
行
止
め
規
制
を

早
朝
か
ら
午
前
中
ま
で
継
続

し
て
実
施
︒

・
29
日
㈯
＝
環
状
線
を
中
心

と
し
た
複
数
路
線
に
お
い

て
︑
通
行
止
め
規
制
を
早
朝

か
ら
深
夜
ま
で
継
続
し
て
実

施
︒
ま
た
︑
湾
岸
線
下
り
に

お
い
て
︑
通
行
止
め
規
制
を

午
後
か
ら
深
夜
ま
で
継
続
し

て
実
施
︒

・
30
日
㈰
＝
環
状
線
を
中
心

と
し
た
複
数
路
線
と
湾
岸
線

下
り
に
お
い
て
︑
通
行
止
め

規
制
を
最
長
早
朝
か
ら
深
夜

法
の
﹁
貨
物
の
輸
送
に
係
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
に
関
す
る
貨
物
輸
送
事
業

者
の
判
断
の
基
準
﹂
お
よ
び

﹁
貨
物
輸
送
事
業
者
に
行
わ

せ
る
貨
物
の
輸
送
に
係
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化

に
関
す
る
荷
主
の
判
断
の
基

準
﹂
に
基
づ
く
取
組
方
針
の

策
定
な
ど
︑
適
切
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
︒

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
よ

い
輸
送
機
関
の
選
択

　

貨
物
輸
送
に
際
し
て
は
︑

輸
配
送
の
共
同
化
等
に
よ
る

積
載
効
率
の
向
上
︑
鉄
道
や

内
航
海
運
と
い
っ
た
大
量
輸

送
機
関
の
積
極
的
活
用
な

ど
︑
物
流
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
︒

③
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践

　

自
動
車
を
利
用
す
る
場
合

に
は
︑﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の

す
す
め
﹂
の
実
践
︑
交
通
渋

滞
の
軽
減
に
資
す
る
シ
ス
テ

ム
の
利
用
（
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
お
よ

び
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
等
）
を
図
る
こ
と
︒

ま
で
継
続
し
て
実
施
︒

②
関
西
空
港
連
絡
橋

・
27
日
㈭
・
28
日
㈮
＝
要
人

等
が
大
阪
市
内
方
向
へ
向
か

う
時
は
︑
関
空
か
ら
り
ん
く

う
方
面
が
通
行
止
め
規
制
︒

関
空
方
面
に
向
か
う
車
両
は

原
則
通
行
可
能
だ
が
︑
関
空

島
内
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
︑
関
空
島
内
に
車

両
が
滞
留
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
は
入
島
制
限
を
実

施
︒

・
29
日
㈯
・
30
日
㈰
＝
要
人

等
が
関
空
方
面
に
向
か
う
時

は
︑
り
ん
く
う
か
ら
関
空
方

面
が
通
行
止
め
規
制
と
な
る
︒

③
一
般
道
路

　

27
日
㈭
～
30
日
㈰
の
４
日

間
︑
会
場
︑
ホ
テ
ル
周
辺
の

９
エ
リ
ア
（
空
港
周
辺
は
除

く
）
で
交
通
規
制
を
実
施
︒

規
制
エ
リ
ア
の
詳
細
は
大
阪

府
警
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
︒

　

大
阪
府
警
で
は
同
期
間
内

に
同
エ
リ
ア
を
走
行
す
る
予

定
の
あ
る
運
送
事
業
者
に
対

し
て
︑
①
27
日
～
30
日
以
外

の
日
へ
の
運
行
の
シ
フ
ト
︑
②

大
規
模
か

つ
長
時
間

の
交
通
規

制
が
行
わ

れ
る
可
能

性
が
低
い

深
夜
～
早

朝
時
間
帯

へ
の
運
行

の
シ
フ
ト
︑

③
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー

ト
末
尾
番

号
に
よ
る

運
行
調
整

︱
︱
な
ど

と
い
っ
た
︑

業
務
用
車

両
の
運
行

調
整
の
検

討
を
呼
び

か
け
て
い

る
︒

活
躍
で
き
る
よ
う
︑﹁
多
様

な
就
労
・
社
会
参
加
の
環
境

整
備
﹂
︱
︱
な
ど
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
︒

　

そ
の
中
で
︑
概
ね
平
成
５

年
～
16
年
に
学
校
卒
業
期
を

迎
え
た﹁
就
職
氷
河
期
世
代
﹂

に
お
い
て
︑
現
在
で
も
引
き

続
き
不
安
定
な
就
労
︑
無
業

の
状
態
に
あ
る
人
が
一
定
数

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
政
府

と
し
て
同
世
代
の
活
躍
に
向

け
て
支
援
し
て
い
く
必
要
性

を
指
摘
︒
不
安
定
な
就
労
状

態
に
あ
る
人
に
よ
る
活
用
を

想
定
し
た
﹁
安
定
就
職
に
向

け
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
な

ど
を
通
じ
て
︑
就
職
・
正
社

員
化
の
実
現
に
繋
げ
て
い
く

方
向
性
を
示
し
た
︒

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
︑
運

輸
・
建
設
関
係
な
ど
︑
人
材

ニ
ー
ズ
の
高
い
業
界
団
体
と

連
携
し
︑同
世
代
向
け
の﹁
短

期
資
格
等
習
得
コ
ー
ス
（
仮

称
）﹂
を
創
設
︒
短
期
間
で

取
得
で
き
︑
安
定
就
労
に
繋

が
る
資
格
等
の
習
得
を
支
援

す
る
た
め
︑
訓
練
と
職
場
体

験
等
を
組
み
合
わ
せ
︑
正
社

員
就
職
を
支
援
す
る
出
口
一

体
型
の
訓
練
を
実
施
す
る
︒

ま
た
︑﹁
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
（
安
定
雇
用
実

現
コ
ー
ス
）﹂
を
活
用
し
︑

同
世
代
に
特
化
し
た
求
人
の

開
発
等
を
進
め
て
い
く
︒

　

な
お
︑
政
府
で
は
同
改
革

本
部
に
お
け
る
取
り
ま
と
め

等
を
踏
ま
え
︑
同
世
代
の
活

躍
の
場
を
さ
ら
に
広
げ
る
た

め
の
３
年
間
の
集
中
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
︑
今
夏
ま
で
に
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

  

改
善
基
準
告
示
に
関
す

る
教
育
・
研
修
用
ツ
ー

ル
を
制
作

「
管
理
ソ
フ
ト
」
の
提
供
も

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
︑
運
送
事
業
者
の
教
育
・

研
修
担
当
の
管
理
者
等
お
よ

び
自
動
車
運
転
者
向
け
に
︑

﹁
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時

間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
﹂

（
改
善
基
準
告
示
）
へ
の
理

解
促
進
を
目
的
に
︑
教
育
・

研
修
用
ツ
ー
ル
を
作
成
し
︑

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
で
公
開
し
て
い
る
︒

　

同
ツ
ー
ル
は
﹁
基
礎
編
﹂

﹁
応
用
編
﹂
に
分
か
れ
て
お

り
︑そ
れ
ぞ
れ﹁
学
習
教
材
﹂

﹁
教
育
・
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
管
理
者
用
）﹂（
写
真
）
の

２
分
冊
に
な
っ
て
い
る
︒
運

転
者
へ
の
教
育
と
と
も
に
︑

運
行
管
理
者
と
し
て
改
善
基

準
告
示
を
よ
り
深
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
構
成
と
な

っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
Ｈ
Ｐ
で
は
︑
管

理
者
等
が
運
転
者
の
始
業
・

終
業
時
刻
や
運
転
時
間
等
を

入
力
す
る
こ
と
で
︑
改
善
基

準
告
示
の
基
準
で
定
め
る
拘

束
時
間
等
の
遵
守
状
況
が
確

認
で
き
る
ほ
か
︑
改
善
基
準

告
示
等
の
必
要
な
知
識
が
表

 

従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
促
進
・
支
援
す
る
拠
点

を
全
国
５
か
所
に
設
置

「
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
」

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
22
日
︑

﹁
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ

ク
﹂
導
入
支
援
の
拠
点
を
全

国
５
か
所
に
開
設
し
た
︒

　

セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ

ク
と
は
︑
企
業
が
そ
の
人
材

育
成
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
針
に
基

づ
き
︑
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
面
談
と
多
様
な
キ

ャ
リ
ア
研
修
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
︑
体
系
的
・
定
期
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
通
じ
て
︑

従
業
員
の
主
体
的
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
促
進
・
支
援
す
る

示
さ
れ
る
労
働
時
間
等
の
管

理
ソ
フ
ト
も
掲
載
し
て
い
る
︒

総
合
的
な
取
り
組
み
︒
従
業

員
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
定
着
率

向
上
な
ど
に
よ
り
︑
企
業
の

生
産
性
向
上
に
も
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

今
年
度
は
︑
前
年
度
に
も

開
設
さ
れ
た
東
京
と
大
阪
の

ほ
か
︑
札
幌
︑
名
古
屋
︑
福

岡
に
も
開
設
さ
れ
る
︒
同
拠

点
に
は
︑
企
業
内
の
人
材
育

成
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
精
通

し
た
専
門
の
導
入
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
配
置
︒

セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
の

導
入
を
検
討
す
る
企
業
の
状

況
や
要
望
に
応
じ
て
︑
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
の
支
援

を
実
施
す
る
︒

　

同
拠
点
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

 

運
輸
業
界
の
人
材
確
保
を

視
野
に
新
プ
ラ
ン
導
入
へ

「
就
職
氷
河
期
世
代
」
の

安
定
就
職
を
支
援

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
29

日
︑
第
２
回
﹁
２
０
４
０
年

を
展
望
し
た
社
会
保
障
・
働

き
方
改
革
本
部
﹂（
本
部
長

・
根
本
匠
厚
生
労
働
大
臣
）

を
開
催
し
た
︒
働
き
方
改
革

の
新
プ
ラ
ン
と
し
て
︑﹁
厚
生

労
働
省
就
職
氷
河
期
世
代
活

躍
支
援
プ
ラ
ン
﹂
を
公
表
し

た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
働
く
現
役

世
代
（
担
い
手
）
が
減
少
す

る
２
０
４
０
年
へ
の
対
応
策
を

検
討
す
る
た
め
︑
同
改
革
本

部
を
設
置
︒
同
日
に
公
表
さ

れ
た
同
改
革
本
部
の
取
り
ま

と
め
の
中
で
︑
今
後
国
民
誰

も
が
︑
よ
り
長
く
︑
元
気
に

経 産 省

「
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
に　

伴
い
大
規
模
な
交
通
規
制
を
実
施

６
月
27
日
〜
30
日
の
４
日
間

トラック運転者の

労働時間等の改善のための基準

教育・研修マニュアル

基礎編

平成 30 年度　厚生労働省委託事業
株式会社 日通総合研究所
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有
限
会
社
福
岡
運
送
（
岡
山
県
岡
山
市
）

で
︑
私
が
経
営
に
つ
い
て
学

び
︑
い
ず
れ
当
社
の
社
長
に

な
る
で
あ
ろ
う
専
務
を
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
︑
中
小
企
業
大
学
校

へ
の
入
学
を
決
め
ま
し
た
﹂

（
岡
田
取
締
役
）

　

中
小
企
業
大
学
校
は
︑

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
運
営
す
る
﹁
中
小
企

業
の
人
づ
く
り
﹂
の
た
め
の

人
材
養
成
機
関
で
あ
る
︒
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者

の
経
営
者
・
管
理
者
等
を
対

象
に
︑
同
大
学
校
で
経
営
戦

略
等
の
講
座
を
受
講
し
た
場

合
の
補
助
制
度
（
中
小
企
業

大
学
校
講
座
受
講
促
進
助
成

制
度
）
を
実
施
し
て
い
る
︒

岡
田
取
締
役
は
29
年
10
月
か

ら
︑
同
大
学
校
関
西
校
に
通

い
︑
経
営
に
関
す
る
講
座
を

受
講
し
た
︒

　

岡
田
取
締
役
は
︑
そ
こ
で

講
師
を
し
て
い
た
中
小
企
業

診
断
士
か
ら
全
ト
協
﹁
経
営

診
断
受
診
促
進
事
業
﹂
の
活

用
を
勧
め
ら
れ
た
︒
岡
田
取

締
役
は
︑
福
岡
社
長
や
福
岡

専
務
と
相
談
し
︑
同
事
業
に

よ
る
経
営
診
断
の
受
診
に
踏

み
切
る
こ
と
に
し
た
︒

　
﹁
事
業
承
継
を
円
滑
に
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
︑

ま
ず
当
社
の
経
営
実
態
を

　

30
年
２
月
︑
同
社
は
地
元

の
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

﹃
見
え
る
化
﹄
さ
せ
︑
経
営

面
で
の
課
題
を
見
極
め
た
上

で
︑
適
切
な
対
策
を
打
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
︒
運
送
業
界
に
精
通
し

た
診
断
士
の
方
に
よ
る
的
確

な
経
営
診
断
・
経
営
改
善
相

談
を
受
け
︑
当
社
を
よ
り
良

い
会
社
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
︑
受
診
申
し
込
み
を
行

い
ま
し
た
﹂（
同
）

通
じ
て
︑
経
営
診
断
受
診
を

申
し
込
ん
だ
︒

　

㈲
福
岡
運
送
（
福
岡
悦
男

代
表
取
締
役
）
は
︑
平
成
３

年
に
福
岡
社
長
が
設
立
し
た

運
送
会
社
で
あ
る
︒
５
年
に

福
岡
社
長
の
後
継
者
と
し
て

岡
田
瑞
穂
取
締
役
が
︑
そ
し

て
７
年
に
は
福
岡
悦
志
専
務

取
締
役
が
同
社
に
入
社
︒
以

降
︑
食
料
品
や
日
用
雑
貨
品

の
輸
送
を
中
心
に
業
容
を
拡

大
し
て
き
た
︒

　

現
在
で
は
︑
福
岡
専
務
が

同
社
の
実
務
全
般
を
取
り
仕

切
っ
て
い
る
ほ
か
︑
同
社
の

関
連
会
社
で
あ
る
イ
ー
エ
フ

物
流
㈱
の
代
表
取
締
役
も
務

め
て
い
る
︒
ま
た
︑
岡
田
取

締
役
は
入
社
以
来
︑
長
年
総

務
・
経
理
関
係
の
業
務
に
携

わ
っ
て
き
た
︒

　

同
社
を
設
立
す
る
以
前
か

ら
運
送
業
を
営
ん
で
き
た
福

岡
社
長
は
︑
自
ら
の
年
齢
を

考
慮
し
︑﹁
そ
ろ
そ
ろ
自
分

は
引
退
し
︑
後
継
者
に
当
社

の
経
営
を
譲
ろ
う
﹂
と
近
年

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
︒
岡
田
取
締
役
は
福
岡
社

長
の
意
向
を
知
り
︑ま
ず
は
︑

経
営
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
中

小
企
業
大
学
校
へ
の
入
学
を

決
め
た
︒

　
﹁
私
は
そ
れ
ま
で
総
務
・

経
理
を
中
心
に
仕
事
を
し
て

き
た
た
め
︑
会
社
経
営
に
関

す
る
知
識
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
︒﹃
こ
れ
ま
で

経
営
の
最
前
線
で
当
社
を
力

強
く
け
ん
引
し
て
き
た
社
長

が
︑
引
退
し
て
し
ま
う
﹄
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
︑
私
は

大
き
な
不
安
を
感
じ
ま
し

た
︒
社
長
の
心
の
う
ち
を
知

り
︑﹃
今
の
う
ち
に
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
に
つ
い
て
勉
強
し
て
お
か

な
い
と
︑
当
社
は
将
来
大
変

な
こ
と
に
な
る
﹄
と
︑
危
機

感
を
強
く
持
ち
ま
し
た
︒
さ

ら
に
︑
福
岡
専
務
に
当
社
の

経
営
を
一
人
で
背
負
わ
せ
る

と
︑
日
々
の
実
務
で
多
忙
な

専
務
の
負
担
が
一
層
過
重
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
そ
こ

　

本
紙
４
月
１
日
号
で
既
報
の
通
り
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
今
年
度
も
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
全
な
発
展
に
資

す
る
各
種
助
成
制
度
を
実
施
し
ま
す
︒
本

特
集
で
は
３
回
に
わ
た
り
︑
全
ト
協
に
よ

る
助
成
制
度
を
活
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
よ
る
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒ 　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
専
門
家
で
あ

る
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営
診
断
の

受
診
を
通
じ
︑
自
社
の
経
営
体
制
強
化
を

図
る
と
と
も
に
︑
創
業
者
か
ら
後
継
者
へ

の
円
滑
な
事
業
承
継
の
実
現
に
繋
げ
よ
う

と
し
て
い
る
︑
有
限
会
社
福
岡
運
送
（
岡

山
県
岡
山
市
）
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
︒

態
に
合
わ
な
い
よ
う
な
提
案

が
な
さ
れ
て
閉
口
し
た
﹄
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
︒

診
断
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

は
︑﹃
時
間
を
無
駄
に
費
や

す
ぐ
ら
い
な
ら
ば
︑
自
分
た

ち
で
経
営
改
善
の
方
策
を
考

え
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な

い
か
﹄
と
さ
え
感
じ
て
い
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
﹂（
福

岡
専
務
）

　

し
か
し
︑
２
時
間
ほ
ど
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
︑
こ

う
し
た
不
信
感
は
瞬
く
間
に

氷
解
し
た
と
い
う
︒

　
﹁
全
ト
協
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
診
断
士
の
方
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
情
を

熟
知
さ
れ
て
い
ま
す
︒
お
会

い
す
る
前
に
抱
い
て
い
た
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
全
く
違
い
︑
安
心
し
て

担
当
の
診
断
士
の
方
に
診
断

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
﹂（
同
）

　

同
社
か
ら
は
組
織
図
や
決

算
書
︑
営
業
報
告
書
︑
ま
た

経
営
計
画
書
な
ど
と
い
っ
た

診
断
に
必
要
な
資
料
の
ほ

か
︑
自
社
の
経
営
戦
略
︑
経

営
管
理
な
ど
に
つ
い
て
自
己

評
価
を
行
う
﹁
自
己
診
断
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
﹂
を
３
人
が
そ

れ
ぞ
れ
記
入
し
︑提
出
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑﹁
総
合
的
な

経
営
診
断
（
ス
テ
ッ
プ
１
）﹂

と
﹁
経
営
改
善
相
談
（
ス
テ

ッ
プ
２
）﹂
の
２
段
階
に
分
か

れ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
全
ト
協
ま
た
は
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
推

薦
す
る
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
の
経
営
診
断
に
豊
富
な
経

験
を
も
つ
中
小
企
業
診
断
士

等
に
よ
る
﹁
総
合
的
な
経
営

診
断
（
ス
テ
ッ
プ
１
）﹂
を
実

施
︒
そ
の
後
︑
診
断
士
に
具

体
的
な
経
営
相
談
︑
助
言
を

希
望
す
る
事
業
者
に
対
し
て

は
︑﹁
経
営
改
善
相
談
（
ス

テ
ッ
プ
２
）﹂
が
行
わ
れ
る
︒

　

同
社
で
は
︑﹁
ス
テ
ッ
プ
１

（
総
合
的
な
経
営
診
断
）﹂・

﹁
ス
テ
ッ
プ
２
（
経
営
改
善

相
談
）﹂
の
両
方
を
受
け
る

こ
と
に
し
た
︒
ほ
ど
な
く
︑

担
当
の
診
断
士
が
同
社
を
訪

問
し
︑
福
岡
専
務
︑
岡
田
取

締
役
も
同
席
し
て
︑
福
岡
社

長
か
ら
２
時
間
ほ
ど
話
を
聞

い
た
と
い
う
︒

　

診
断
士
が
初
め
て
来
社
す

る
に
あ
た
り
︑
同
社
に
は
ピ

リ
ピ
リ
と
し
た
空
気
が
流
れ

て
い
た
と
い
う
︒

　
﹁
同
業
他
社
の
方
か
ら
は
︑

﹃
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

中
に
は
運
送
事
業
へ
の
理
解

に
乏
し
い
人
も
少
な
く
な

く
︑
中
小
運
送
事
業
者
の
実

後
継
者
へ
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
実
現
す
る「
経
営
診
断
」

業
界
を
熟
知
し
た
専
門
家
に
よ
る
診
断
・
相
談
が
会
社
を
守
る

「
創
業
者
の
引
退
」
へ
の
不
安
が
契
機
に

経
営
を
把
握
し
会
社
を
守
る
た
め
診
断
受
診
へ

▶全ト協助成制度活用事例特集◀
②経営診断受診促進事業

運送業界を熟知した中小企業診断士（手前）が事業者の現状を詳細に分析し、経営改善に向
けた具体的なアドバイスを行う

福岡　悦男
代表取締役

福岡　悦志
専務取締役

岡田　瑞穂
取締役

事業者の現状を的確に分析する
「総合的な経営診断」

　これは、経営改善に取り組む事業者における経営実態の把握と課題を抽出する目的で行
われるものである。
　「ステップ１」の受診に際しては、まず担当診断士が受診事業者の現状を把握するために、
資料による事前調査が行われる。受診を申し込んだ事業者は、所定の「事前調査票」「自
己診断チェックリスト」に記入し、「会社の組織図」や「過去４期間の決算書」、「直近の
試算表」、「過去３期間の一般貨物自動車運送事業営業報告書」などと併せて提出する。
　事業者からの提出を受け、担当診断士がそれら資料を分析し、事業者の現状を把握。
その上で、担当診断士が受診事業者を訪問し、現地調査を行う。現地調査では、資料を
基にした担当診断士との面談を実施。担当診断士が経営者や従業員などから直接話を聞く
ことで、第三者の視点から事業者のありのままの姿を把握。資料からだけでは分からない、
事業者の「伸ばすべき長所」や「改善すべき短所」を明確化していく。
　同事業では、このように①提出された資料に基づいた「財務診断による分析」②自己
診断チェックリストによる「自己診断による分析」③担当診断士が事業者を訪問し課題を探
る「現地調査による分析」――の３つの分析により、総合的な経営診断が行われる。
　事前調査と現地調査が終わると、担当診断士によって「経営診断報告書」がまとめられ、
受診事業者に送付される。経営診断報告書では、担当診断士による総合所見が示される。
総合所見では、「自己診断」「財務診断」の各項目で評価が数値化され、自社の強みや
改善を要する点などが分かりやすい形で示されるほか、数値を踏まえた上での改善課題が記
載され、経営を改善させるためには具体的に何が求められるのかが明確にされる。

ステップ①

ステップ①

中
小
事
業
者
を
熟
知
し
た
診
断
士
が
対
応

現
地
調
査
を
通
じ
て
現
状
を
総
合
的
に
診
断

経営診断報告書を発行

専門家を派遣して総合的な経営診断を実施し、経営
実態の把握と課題抽出等を図る

・診断費用

・診断士

16万円（消費税別）  ※別途交通費（現地出張費）が必要
・全日本トラック協会が診断費用の２分の１（８万円）を助成
※安全性優良事業所（Gマーク）取得事業所は 10万円を助成

全ト協の推薦のある者 、または 都道府県ト協の推薦のある者

総合的な経営診断（ステップ１）の概要図１

財務診断による分析 自己診断による分析

現地調査による分析

全ト協・都道府県ト協推薦のプロによる

３つの分析

同
社
は
平
成
３
年
に
、
創
業
者
で
あ
る
現
社
長
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
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タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
低
下
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に

知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
装
置
を
﹁
タ
イ
ヤ
空
気
圧
監
視
シ

ス
テ
ム
（Tire Pressure M
onitoring 

System

）﹂
と
い
い
ま
す
︒
英
語
の
頭
文
字

を
取
っ
て
︿
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
﹀
と
呼
び
ま
す
が
︑

ク
ル
マ
へ
の
装
着
義
務
化
が
始
ま
っ
た
の
は
今

か
ら
14
年
前
の
２
０
０
５
年
で
す
︒

　
︿
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
﹀
の
装
着
義
務
化
を
世
界
で

最
初
に
行
っ
た
国
は
ア
メ
リ
カ
で
す
︒
で
は
︑

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
で
２
０
０
５
年
か
ら
装
着
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
︒

　

そ
の
理
由
は
︑
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

５
年
前
︑
ア
メ
リ
カ
国
内
で
起
き
た
タ
イ
ヤ

せ
ん
︒
あ
る
と
す
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
不
足
と
︑﹁
ア
メ
リ
カ
の
道

路
事
情
﹂
だ
と
推
察
し
ま
し
た
︒

ア
メ
リ
カ
国
内
の
ク
ル
マ
移
動
と
い
っ
た
ら
︑
数

百
㌔
㍍
レ
ベ
ル
の
長
距
離
走
行
︑
か
つ
高
速
走

行
で
す
︒
ま
た
︑
そ
の
大
型
乗
用
車
は
重
量
が

あ
り
ま
す
︒
も
し
も
空
気
圧
不
足
が
常
態
化
し

た
タ
イ
ヤ
で
︑
夏
場
の
高
速
道
路
を
走
行
し
た

ら
︑か
な
り
の
確
率
で
バ
ー
ス
ト
す
る
は
ず
で
す
︒

正
確
な
原
因
は
判
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
タ

イ
ヤ
の
空
気
圧
も
そ
の
一
因
だ
っ
た
こ
と
で
︑
こ

の
︿
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
﹀
の
装
着
義
務
化
が
施
行
さ
れ

た
の
で
す
︒

　

こ
の
タ
イ
ヤ
事
故
を
き
っ
か
け
に
︑︿
Ｔ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
﹀
の
装
着
義
務
化
が
進
み
ま
す
︒
２
０
１
２

年
に
欧
州
︑
翌
２
０
１
３
年
に
は
韓
国
で
︑
そ
の

後
︑
台
湾
︑
ロ
シ
ア
︑
中
近
東
︑
さ
ら
に
２
０
１

９
年
に
は
中
国
で
も
装
着
義
務
化
が
決
ま
り
︑

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
日
本
国

が
関
係
す
る
ク
ル
マ
の
死
傷
事
故
に
端
を
発
し

ま
す
︒
２
０
０
０
年
頃
︑
重
量
の
あ
る
大
型
乗

用
車
の
タ
イ
ヤ
が
走
行
中
に
突
然
バ
ー
ス
ト
し
︑

横
転
す
る
事
故
が
続
き
ま
し
た
︒
バ
ー
ス
ト
し

た
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
を
見
る
と
︑
ほ
と
ん
ど
の

タ
イ
ヤ
が
ま
る
で
膨
ら
ん
だ
お
餅
の
よ
う
な
形

状
で
し
た
︒
つ
ま
り
︑
タ
イ
ヤ
内
の
金
属
製
ベ
ル

ト
と
ゴ
ム
が
剥
離
し
て
破
裂
す
る
︑﹁
ト
レ
ッ
ド

・
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ー
ス
ト
﹂
を
起
こ
し
て

い
た
の
で
す
︒

　

そ
の
破
裂
形
態
は
︑﹁
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
不
足
﹂

や
︑
荷
物
の
積
み
過
ぎ
に
よ
る
﹁
荷
重
超
過
﹂︑

も
し
く
は﹁
暑
さ
﹂が
原
因
で
起
き
る
も
の
で
す
︒

　

当
時
︑私
も
タ
イ
ヤ
の
作
業
従
事
者
と
し
て
︑

そ
の
原
因
を
色
々
と
考
え
ま
し
た
︒
大
型
乗
用

車
な
の
で
︑
荷
物
の
積
み
過
ぎ
は
考
え
ら
れ
ま

内
で
も
車
両
総
重
量
３
・
５
㌧
以
下
の
車
両
に

つ
い
て
の
︿
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
﹀
装
着
義
務
化
が
検
討

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
地
球
環
境
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
常
時
適
正

で
あ
れ
ば
︑
燃
費
が
よ
く
な
る
こ
と
で
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
減
り
︑
石
油
資
源
の
温
存
に

も
貢
献
で
き
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
視
点
が
国
を
動
か
し
た
の
だ
と

思
い
ま
す
が
︑
今
年
４
月
初
旬
︑
欧
州
タ
イ
ヤ

・
ゴ
ム
製
造
協
会
（
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｍ
Ａ
）
が
タ

イ
ヤ
に
関
す
る
新
し
い
規
制
を
発
表
し
ま

し
た
︒
こ
れ
ま
で
乗
用
車
の
み
に
装
着
を

義
務
化
し
て
い
た
︿
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
﹀
を
︑
今

度
は
小
型
・
大
型
商
用
車
や
ト
ラ
ッ
ク
︑

ト
レ
ー
ラ
に
ま
で
範
囲
を
拡
大
す
る
改
定

案
が
承
認
さ
れ
た
の
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
に
︿
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
﹀
が
装
着
さ

れ
れ
ば
︑
車
両
の
管
理
が
劇
的
に
変
わ
り

ま
す
︒
こ
の
欧
州
の
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
装
着
義

務
化
拡
大
﹂
は
︑
世
界
中
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
︑
今

後
も
注
視
し
て
く
だ
さ
い
︒

第
97
回 

「
進
む
欧
州
の
Ｔ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
義
務
化
」

　

４
月
に
入
り
︑
担
当
診
断

士
が
再
び
同
社
を
訪
れ
︑﹁
ス

テ
ッ
プ
１
﹂
で
ま
と
め
ら
れ

た
経
営
診
断
報
告
書
を
踏
ま

え
て
の
経
営
改
善
相
談
﹁
ス

テ
ッ
プ
２
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

　
﹁
頂
戴
し
た
報
告
書
を
拝

見
し
︑
診
断
結
果
を
踏
ま
え

て
の
経
営
改
善
に
向
け
た
ポ

イ
ン
ト
や
具
体
的
な
取
り
組

み
内
容
な
ど
に
つ
い
て
︑
担

当
診
断
士
の
方
か
ら
よ
り
詳

し
く
ご
提
案
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
︒
説
明
を

い
た
だ
く
こ
と
で
診
断
結
果

へ
の
理
解
が
深
ま
り
︑
経
営

改
善
へ
の
よ
り
確
か
な
道
筋

が
描
け
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
︑
当
社
で
は
﹃
ス
テ
ッ

プ
２
﹄も
申
し
込
み
ま
し
た
﹂

（
岡
田
取
締
役
）

　

同
社
で
は
︑
財
務
基
盤
と

車
両
別
損
益
管
理
の
強
化
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
担

当
診
断
士
か
ら
受
け
た
と
い

う
︒

　

特
に
︑
事
業
運
営
に
関
し

て
︑
こ
れ
ま
で
同
社
で
は
創

業
者
で
あ
る
福
岡
社
長
の

﹁
長
年
の
経
験
で
培
っ
て
き

た
勘
﹂
が
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
た
︒
し
か
し
︑
福
岡

社
長
が
社
業
か
ら
引
退
し
て

し
ま
う
と
︑
こ
れ
ま
で
の
や

り
方
で
は
立
ち
行
か
な
く
な

っ
て
し
ま
う
︒
そ
こ
で
担
当

診
断
士
か
ら
は
︑
財
務
面
で

の
計
数
管
理
を
充
実
さ
せ
︑

福
岡
専
務
や
岡
田
取
締
役
︑

ま
た
そ
の
他
の
社
員
で
も
ひ

と
目
で
分
か
る
よ
う
に
︑﹁
数

字
に
基
づ
く
経
営
﹂
へ
と
転

換
し
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
︒

　

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
担
当
診
断
士
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
し
て
︑
①
月
次
決

算
制
度
の
確
立
︑
②
車
両
別

損
益
表
の
改
善
︱
︱
な
ど
が

行
わ
れ
た
︒
ま
た
︑
今
後
同

社
の
財
務
を
担
っ
て
い
く
岡

田
取
締
役
は
︑
計
数
管
理
手

法
に
つ
い
て
担
当
診
断
士
か

ら
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
︒

　
﹁
担
当
診
断
士
の
方
か
ら

詳
細
な
説
明
を
受
け
た
こ
と

で
︑
報
告
書
を
読
ん
だ
だ
け

で
は
気
付
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒
経
営
診
断

受
診
か
ら
１
年
余
り
が
経
ち

ま
し
た
が
︑﹃
ス
テ
ッ
プ
２
﹄

の
際
に
担
当
診
断
士
の
方
か

ら
頂
戴
し
た
数
多
く
の
書
類

や
表
な
ど
は
︑
今
で
も
時
折

見
直
し
て
︑
経
営
改
善
の
進

捗
状
況
を
確
認
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

担
当
診
断
士
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
取
り
入
れ
な
が
ら
︑

同
社
で
は
経
営
改
善
へ
の
取

り
組
み
が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
る
︒
同
社
で
は
月
次
決

算
制
度
を
取
り
入
れ
︑
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
管
理
と
そ

れ
に
よ
る
適
切
な
投
資
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
︒
ま
た
︑
車
両
別
の
月

　

中
小
運
送
事
業
者
の
実
情

を
的
確
に
把
握
し
︑
事
業
者

に
よ
る
経
営
改
善
へ
の
取
り

組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
同
事

業
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

熟
知
し
た
診
断
士
に
よ
る
経

営
診
断
・
経
営
改
善
相
談

は
︑
事
業
を
継
続
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
の
﹁
核
﹂
と
な

る
部
分
を
事
業
者
に
再
認
識

次
損
益
表
を
作
成
し
た
こ
と

で
︑
車
両
ご
と
の
収
入
実
績

を
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
は
日
々
実
務

に
追
わ
れ
︑
将
来
的
な
経
営

計
画
を
考
え
る
ほ
ど
の
余
裕

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑

車
両
別
の
月
次
損
益
が
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
り
︑
タ
イ

ム
リ
ー
な
経
営
判
断
が
実
現

で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

り
ま
す
︒
ま
た
︑
岡
田
取
締

役
が
財
務
を
分
担
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
︑
私

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
︑
経
営

強
化
に
向
け
て
集
中
的
に
向

き
合
え
る
よ
う
な
余
裕
も
生

ま
れ
ま
し
た
﹂（
福
岡
専
務
）

さ
せ
て
く
れ
る
︑
経
営
改
善

実
現
へ
の
貴
重
な
﹁
気
付
き

の
機
会
﹂
に
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
創
業
者
と
し
て
は
︑
担

当
診
断
士
の
方
か
ら
の
提
案

を
活
か
し
な
が
ら
︑
私
が
育

て
て
き
た
会
社
を
後
継
者
た

ち
が
ど
う
受
け
継
い
で
く
れ

る
の
か
︑
非
常
に
楽
し
み
な

と
こ
ろ
で
す
︒
将
来
へ
の
飛

躍
に
向
け
た
有
益
な
提
案
を

い
た
だ
け
る
こ
の
事
業
は
︑

当
社
の
よ
う
な
円
滑
な
事
業

承
継
を
考
え
て
お
ら
れ
る
事

業
者
に
と
っ
て
は
言
う
ま
で

も
な
く
︑
会
社
の
経
営
を
よ

り
良
く
し
て
い
き
た
い
と
お

考
え
の
全
て
の
事
業
者
に
と

っ
て
︑
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂

（
福
岡
社
長
）

（
取
材
協
力
）
㈲
福
岡
運
送

　

福
岡
悦
男
代
表
取
締
役
、

福
岡
悦
志
専
務
取
締
役
、
岡

田
瑞
穂
取
締
役

㈲福岡運送
本社所在地� 岡山県岡山市南区内尾 275-13
代表者� 代表取締役　福岡　悦男
設　立� 平成３年６月21日
資本金� 1,500 万円
社員数� 50 人（うちドライバー43 人）
車両数� 46 台

　

そ
の
後
３
月
に
は
︑
担
当

診
断
士
に
よ
る
本
格
的
な
現

地
調
査
が
行
わ
れ
︑
提
出
し

た
資
料
に
基
づ
き
︑
福
岡
社

長
︑
福
岡
専
務
︑
岡
田
取
締

役
が
同
席
し
て
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
た
︒

　
﹁
現
地
調
査
に
あ
た
っ
て

は
︑
財
務
な
ど
の
数
字
だ
け

で
な
く
︑
創
業
者
で
あ
る
私

の
当
社
へ
の
思
い
や
︑
当
社

が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
な

ど
︑
様
々
な
角
度
か
ら
丁
寧

に
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
ま

し
た
︒売
上
や
利
益
と
い
っ
た

﹃
現
象
﹄
に
と
ど
ま
ら
ず
︑

そ
こ
に
あ
る
﹃
背
景
﹄
も
丁

寧
に
掘
り
起
こ
し
︑
詳
細
な

分
析
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
る

担
当
診
断
士
の
方
の
対
応

に
︑非
常
に
感
心
し
ま
し
た
﹂

（
福
岡
社
長
）

　

現
地
調
査
を
受
け
て
︑
診

断
士
に
よ
る
詳
細
な
分
析
が

行
わ
れ
︑ま
と
め
ら
れ
た
﹁
経

営
診
断
報
告
書
﹂
が
担
当
診

断
士
か
ら
同
社
に
対
し
て
送

付
さ
れ
た
︒
こ
こ
ま
で
が﹁
ス

テ
ッ
プ
１
﹂
の
内
容
と
な
る
︒

食料品や日用雑貨品の輸送を中心に業容を拡大してきた同社。今回の診断受診により、円滑な事業承継へ
の道筋を描くことができた

受診申し込みについて
　同事業を受ける事業者には、図１（4面）・図２で示したように、
経営診断・経営改善相談費用の一部が全ト協から助成される。
　受診を希望する事業者は、「経営診断受診申込書」を所属の
都道府県ト協に提出する必要がある（申込書は全ト協ホームペー
ジからダウンロード可能）。
【受診に関する問い合わせ先】
　各都道府県ト協、または全ト協経営改善事業部（☎ 03・３３
５４・１０５６）まで。

経営改善に向けた戦略を構築する
「経営改善相談」

　担当診断士に具体的な経営相談、助言を希望する事業者に対しては、「経営改善相談
（ステップ２）」が行われる。なお、これはステップ１を受診した事業者を対象に実施される
ものである。
　ステップ２では、ステップ１を実施した同じ担当診断士が、ステップ１で作成された「経営
診断報告書」をベースに、経営相談や助言を実施。経営改善に向けた指摘事項について、
様々な指標を用いながら、第三者の視点から詳細に説明される。その後、事業者からの
経営相談の内容を受け、担当診断士からは自社の今後あるべき姿を目指すための指針とな
る経営改善提案が行われる。
　「経営改善相談（ステップ２）」を受け、経営診断に豊富な経験をもつ専門家に相談し、
助言を受けながら経営改善に資する様々な方策を実行に移していくことにより、自社の着実
な経営改善に取り組むことができる。

ステップ②

ステップ②

細
や
か
な
提
案
が
改
善
へ
の
道
筋
を
描
く

経
営
改
善
実
現
に
よ
り
近
づ
く
「
改
善
相
談
」

貴
重
な「
気
付
き
」
を
与
え
る
専
門
家
の
診
断

会
員
事
業
者
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
「
経
営
診
断
」

助言を行い、経営改善提案（改善提案書を発行）

・相談対象者
・相談方法等
・相談費用

・診断士

ステップ１「総合的な経営診断」の受診者
相談日を定め、担当診断士が訪問
５万円（消費税別）  ※別途交通費（現地出張費）が必要
・全ト協が２万円を助成
※Gマーク取得事業所は３万円を助成

ステップ１を診断した者と同一とする

ステップ１の「経営診断報告書」をベースに、ト
ラック運送事業の経営診断に豊富な経験をもつ専
門家により経営改善に係る助言を行う

経営改善相談（ステップ２）の概要図２

「経営診断報告書」に基づいた問題点の抽出

専門家による助言・指導

「経営改善提案書」発行

自社の今後あるべき姿に向けた指針

専門家が問題解決に向けて改善提案・アドバイスを行います。
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加
賀
運
送
㈲
（
加
賀
式
美

代
表
取
締
役
）
は
︑
２
㌧
冷

蔵
・
冷
凍
車
を
多
く
保
有

し
︑
食
品
輸
送
を
中
心
に
事

業
を
展
開
し
て
い
る
運
送
会

社
で
あ
る
︒

　

同
社
が
本
格
的
に
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
み
始

め
た
の
は
︑
平
成
25
年
の
こ

と
で
あ
る
︒
東
京
都
で
は
自

動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
削
減
す
る
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
︑
都
内
を
発
着
す

る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

を
対
象
に
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

な
ど
日
常
的
な
努
力
を
実
走

行
燃
費
で
評
価
す
る
﹁
貨
物

輸
送
評
価
制
度
﹂
を
実
施
し

て
い
る
︒
加
賀
社
長
は
︑
同

制
度
の
こ
と
を
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
浅
井
隆
会
長
）

理
事
会
の
席
で
知
り
︑
同
制

度
へ
の
参
加
を
決
め
た
と
い

う
︒

　

同
制
度
で
は
︑
①
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
教
育
訓
練
︑
指
導

体
制
構
築
の
状
況
︑
②
燃
費

管
理
の
状
況
︑
③
燃
費
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
構
築
の
状
況
︱
︱

に
つ
い
て
︑
営
業
所
単
位
で

は
な
く
会
社
全
体
に
対
す
る

評
価
を
実
施
す
る
︒
東
京
都

が
蓄
積
し
た
月
単
位
の
燃
費

デ
ー
タ
か
ら
車
種
・
重
量
等

に
よ
り
設
定
し
た
60
の
車
両

区
分
の
平
均
燃
費
値
（
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
）
を
も
と
に
︑
事

業
者
の
個
々
の
自
動
車
の
実

走
行
燃
費
の
偏
差
値
を
算

出
︒
各
事
業
者
が
保
有
す
る

全
車
両
の
平
均
偏
差
値
に
よ

っ
て
︑
評
価
を
行
う
も
の
で

あ
る
︒
事
業
者
の
評
価
は
︑

﹁
三
つ
星
﹂︑﹁
準
三
つ
星
﹂︑

﹁
二
つ
星
﹂︑﹁
準
二
つ
星
﹂︑

﹁
一
つ
星
﹂
の
５
段
階
で
行

わ
れ
る
︒

　

な
お
︑同
社
で
は
併
せ
て
︑

東
ト
協
が
実
施
し
て
い
る

﹁
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂（
コ
ラ
ム
参
照
）に
も
︑

同
年
よ
り
参
加
し
て
い
る
︒

の
中
で
の
危
険
箇
所
の
共
有

も
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
︒

　

そ
う
し
た
こ
と
な
ど
も
あ

り
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
安
全
へ
の
意
識
が
浸
透
し

て
お
り
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
開
始
以
前
か
ら
︑
速
度
を

抑
え
た
﹁
環
境
に
優
し
い
﹂

運
転
が
で
き
て
い
た
の
で
あ

る
︒

　
﹁﹃
速
度
は
ゆ
っ
く
り
で
も
︑

　

か
ね
て
よ
り
﹁
環
境
に
優

し
い
運
転
﹂
が
で
き
て
い
た

こ
と
か
ら
︑
参
加
初
年
度
か

ら
﹁
三
つ
星
﹂
評
価
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
た
同
社
︒

し
か
し
︑
続
く
27
年
度
・
28

年
度
は
﹁
二
つ
星
﹂
評
価
に

留
ま
り
︑
最
高
評
価
の
﹁
三

つ
星
﹂
を
獲
得
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
︒
同
社
で
は

﹁
三
つ
星
﹂
奪
還
を
図
る
た

め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
さ
ら
な

る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
意
識
向
上

を
果
た
す
べ
く
︑
燃
費
デ
ー

タ
の
﹁
見
え
る
化
﹂
に
取
り

組
ん
だ
︒

　

同
制
度
に
よ
る
審
査
を
受

け
た
事
業
者
に
対
し
て
は
︑

成
績
書
が
送
ら
れ
て
く
る
︒

成
績
書
に
は
︑
事
業
者
が
保

有
す
る
全
車
両
の
平
均
偏
差

値
と
評
価
事
業
者
偏
差
値
分

布
が
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
全

評
価
事
業
者
の
中
で
自
分
た

ち
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
い
る
の
か

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
︒同
社
の
評
価
が﹁
二
つ
星
﹂

に
留
ま
っ
た
際
に
も
成
績
書

が
送
ら
れ
て
き
た
が
︑
そ
れ

を
確
認
す
る
と
︑
そ
の
時
の

同
社
の
偏
差
値
は
わ
ず
か
に

﹁
三
つ
星
﹂
評
価
を
下
回
る

数
値
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
︒
加
賀
社
長
は
︑
成
績
書

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
示
し
︑﹁
も

う
少
し
の
努
力
で﹃
三
つ
星
﹄

を
奪
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

だ
か
ら
︑
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
ろ
う
﹂
と
鼓
舞

し
た
︒

　
﹁﹃
三
つ
星
﹄
評
価
ま
で
あ

と
少
し
と
い
う
自
分
た
ち
の

立
ち
位
置
が
分
か
っ
た
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
に
も

火
が
つ
き
︑
さ
ら
な
る
燃
費

改
善
に
向
け
て
み
ん
な
が
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
﹂（
同
）

　

さ
ら
な
る
燃
費
向
上
へ
の

﹁
見
え
る
化
﹂
と
し
て
︑
同

社
で
は
車
両
に
搭
載
し
て
い
る

安
全
運
転
が
い
い
﹄
と
の
思

い
で
︑
当
社
で
は
運
行
中
の

走
行
ス
ピ
ー
ド
節
制
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
︒
そ
う
し

た
こ
と
も
あ
り
︑
当
社
で
は

事
故
の
発
生
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
︒
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
︑
速
度
を
抑
え

た
走
行
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
︑
結
果
的
に
燃
費
向
上
に

も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
す
﹂

（
加
賀
社
長
）

﹁
み
ま
も
り
く
ん
﹂
に
よ
る

運
行
ご
と
の
燃
費
情
報
と
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
計
算
し
て
日

報
に
記
載
す
る
燃
費
等
を
加

賀
社
長
が
取
り
ま
と
め
て
表

に
し
て
︑
月
に
１
度
社
内
に

貼
り
出
す
よ
う
に
し
て
い
る

（
別
項
参
照
）︒こ
の
表
に
は
︑

１
か
月
分
の
燃
費
と
前
年
の

燃
費
を
記
載
し
て
お
り
︑
前

年
に
比
べ
て
燃
費
が
ど
れ
だ

け
改
善
さ
れ
た
か
が
ひ
と
目

で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
全
ド
ラ
イ
バ
ー

の
燃
費
デ
ー
タ
を
表
に
す
る

こ
と
で
︑
各
ド
ラ
イ
バ
ー
が

﹁
同
社
の
全
ド
ラ
イ
バ
ー
の

中
で
︑
自
分
が
い
ま
ど
の
位

置
に
い
る
の
か
﹂
が
分
か
る

よ
う
に
な
っ
た
︒

　

同
社
で
は
評
価
制
度
を
設

け
て
お
り
︑
月
ご
と
の
燃
費

値
に
よ
っ
て
手
当
を
支
給
し

て
い
る
ほ
か
︑
前
年
よ
り
も

燃
費
が
改
善
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
は
追
加
で
手
当

を
支
給
し
て
い
る
︒

　
﹁
燃
費
結
果
を
貼
り
出
し

て
か
ら
は
︑
み
ん
な
が
そ
の

結
果
に
注
目
し
て
い
ま
す
︒

数
字
と
し
て
目
に
見
え
る
形

で
デ
ー
タ
を
公
表
す
る
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

も
燃
費
改
善
効
果
を
実
感
し

や
す
く
な
る
た
め
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
改
善

成
果
と
連
動
し
て
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
取
り

組
み
へ
の
前
向
き
さ
が
格
段

に
変
わ
り
ま
し
た
﹂（
同
）

　

と
こ
ろ
で
︑
先
に
も
述
べ

た
通
り
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
４
か
月
に
わ
た
り
同
じ

ル
ー
ト
を
配
送
し
て
い
る
︒

４
か
月
ご
と
に
ル
ー
ト
が
変

わ
る
こ
と
で
︑
特
に
切
り
替

わ
り
直
後
に
慣
れ
な
い
ル
ー

ト
を
走
行
す
る
際
に
︑
燃
費

に
少
な
か
ら
ず
の
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒

ま
た
︑
担
当
す
る
車
両
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
車
か
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
車
か
に
よ
っ
て
も
︑
燃
費

値
に
差
が
出
て
く
る
︒
こ
う

し
た
違
い
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ

バ
ー
間
で
手
当
額
が
変
わ
っ

て
き
た
場
合
︑
手
当
額
が
少

な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は

取
り
組
み
へ
の
意
欲
低
下
に

も
繋
が
り
か
ね
な
い
︒
そ
こ

で
同
社
で
は
︑
燃
費
値
に
よ

る
評
価
の
ほ
か
︑
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
か
ら
収
集
し
た

重
力
加
速
度
デ
ー
タ
に
よ
り

運
転
操
作
の
安
全
性
を
可
視

化
す
る
安
全
運
転
診
断
ソ
フ

ト﹁
ド
ラ
イ
ブ
コ
レ
ク
タ
ー
﹂

に
よ
る
評
価
点
や
︑﹁
み
ま

も
り
く
ん
﹂
に
よ
る
運
転
評

価
点
も
併
せ
て
社
内
に
掲

出
︒
そ
れ
ぞ
れ
に
基
準
を
設

け
︑
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
た
場

合
に
は
手
当
を
支
給
す
る
よ

埼
玉
県
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
か

ら
︑
関
東
一
円
で
店
舗
展
開

し
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー
ン

店
へ
の
ル
ー
ト
配
送
で
あ
る
︒

同
ル
ー
ト
配
送
で
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
は
４
か
月
に
わ
た
り

同
じ
ル
ー
ト
を
担
当
し
て
い

る
︒

　

同
社
で
は
古
く
か
ら
︑
交

通
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
法
定

速
度
遵
守
を
徹
底
さ
せ
て
い

た
︒
以
前
は
︑
同
社
の
ト
ラ

ッ
ク
に
ア
ナ
ロ
グ
タ
コ
グ
ラ
フ

を
搭
載
さ
せ
︑
チ
ャ
ー
ト
紙

に
よ
る
運
行
管
理
を
行
っ
て

い
た
︒
し
か
し
︑
チ
ャ
ー
ト

紙
の
保
管
に
苦
労
し
た
こ
と

か
ら
︑
同
社
で
は
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
管
理
へ
の
切
り
替
え

を
検
討
︒
そ
の
結
果
︑
い
す

ゞ
自
動
車
㈱
が
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
型

シ
ス
テ
ム
﹁
み
ま
も
り
く
ん

（
現
名
称
：
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｍ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
）﹂
を
全
車
に
導
入

し
た
︒

　
﹁
み
ま
も
り
く
ん
﹂
に
は
︑

安
全
運
転
を
励
行
さ
せ
る
た

め
の
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ガ
イ

ド
機
能
﹂
が
搭
載
さ
れ
て
お

り
︑
走
行
速
度
や
急
減
速
・

急
加
速
等
の
設
定
を
ユ
ー
ザ

ー
自
身
で
行
う
こ
と
が
で
き

る
︒
同
社
で
は
︑
走
行
速
度

の
上
限
を
時
速
80
㌔
㍍
に
設

定
︒
上
限
を
超
過
し
た
場
合

に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

音
声
で
警
告
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
つ
い
て
も
︑
同
社
で

は
室
内
カ
メ
ラ
搭
載
タ
イ
プ

の
機
種
を
15
年
ほ
ど
前
か
ら

車
両
に
搭
載
さ
せ
て
い
た
︒

さ
ら
に
︑
毎
月
１
回
実
施
し

て
い
る
会
議
の
中
で
も
︑
事

故
防
止
に
つ
い
て
徹
底
さ
せ

て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
間
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
走
行
ル
ー
ト

　

様
々
な
取
り
組
み
効
果
に
よ

り
燃
費
改
善
に
繋
げ
た
同
社
︒

同
社
で
は
︑
今
後
も
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い

と
し
て
い
る
︒

　
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組

み
︑燃
費
を
良
く
す
る
こ
と
で
︑

輸
送
コ
ス
ト
軽
減
に
繋
が
っ
て

　

同
社
で
は
毎
月
︑﹁
グ
リ

ー
ン
エ
コ
燃
費
﹂﹁
み
ま
も
り

く
ん
運
転
評
価
点
﹂﹁
ド
ラ

イ
ブ
コ
レ
ク
タ
ー
評
価
点
﹂

を
事
務
所
に
掲
出（
写
真
）︒

そ
れ
ぞ
れ
に
基
準
を
設
け

（
表
の
右
下
に
記
載
）︑﹁
燃

費
が
規
定
値
を
上
回
っ
た
﹂

﹁
昨
年
よ
り
も
燃
費
が
改
善

し
た
﹂
な
ど
と
い
っ
た
基
準

を
ク
リ
ア
し
た
場
合
に
は
︑

手
当
を
支
給
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　

全
ド
ラ
イ
バ
ー
の
デ
ー
タ

を
表
に
ま
と
め
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
自

分
や
同
僚
の
成
績
が
分
か
る

よ
う
に
な
る
︒こ
れ
に
よ
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
競
争
意
識
が

高
ま
り
︑
高
評
価
を
目
指
し

て
そ
れ
ぞ
れ
努
力
を
重
ね
る

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き

る
の
で
あ
る
︒

い
ま
す
︒
ま
た
︑
走
行
速
度
の

節
制
に
よ
り
︑
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま

す
︒
さ
ら
に
︑﹃
５
年
連
続
評

価
最
優
秀
事
業
者
﹄
に
選
ん
で

い
た
だ
け
た
こ
と
で
︑
荷
主
か

ら
も
﹃
環
境
に
優
し
い
運
送
事

業
者
﹄
と
い
う
当
社
の
強
み
を

ご
評
価
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
︑
運
賃
・
料
金
交
渉
の
際
に

も
い
い
効
果
が
出
て
い
ま
す
︒

私
た
ち
運
送
事
業
者
に
と
っ
て

は
︑交
通
事
故
撲
滅
と
同
様
に
︑

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
も
︑
社
会
に
対
す
る
責

務
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

（
同
）

（
取
材
協
力
）
加
賀
運
送
㈲　

加
賀
式
美
代
表
取
締
役

う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
様
々
な
観
点
か
ら
ド
ラ

イ
バ
ー
を
評
価
し
︑
手
当
と

い
う
形
で
頑
張
り
に
報
い
る

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
や

る
気
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
︒

燃
費
値
と
い
う
１
つ
の
観
点

に
よ
る
評
価
だ
け
で
は
︑
成

績
が
悪
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は﹃
頑

張
っ
て
も
ど
う
せ
燃
費
が
悪

い
ま
ま
だ
か
ら
︑
も
う
い
い

や
﹄と
諦
め
て
し
ま
い
ま
す
︒

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
評
価

を
行
い
︑
良
い
と
こ
ろ
を
褒

め
て
自
覚
を
促
す
こ
と
に
よ

り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
取
り
組

み
へ
の
前
向
き
な
気
持
ち
が

生
ま
れ
て
き
ま
す
︒﹃
ド
ラ
イ

ブ
コ
レ
ク
タ
ー
﹄の
評
価
点
や

﹃
み
ま
も
り
く
ん
﹄
の
運
転

評
価
点
が
い
い
人
は
︑
急
発

進
・
急
制
動
の
少
な
い
︑
安

全
な
運
転
が
で
き
て
い
ま
す
︒

そ
う
し
た
運
転
操
作
を
評
価

し
︑
安
全
運
転
を
続
け
て
も
ら

う
こ
と
で
︑
結
果
的
に
省
燃
費

に
も
繋
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
﹂（
同
）

　

燃
費
の
﹁
見
え
る
化
﹂
と
充

実
し
た
報
奨
制
度
︑そ
し
て
﹁
三

つ
星
﹂
奪
還
に
向
け
た
加
賀
社

長
と
全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
固

い
決
意
が
功
を
奏
し
︑
同
社
は

29
年
度
に
再
び
﹁
三
つ
星
﹂
評

価
に
返
り
咲
い
た
︒
続
く
30
年

度
も
﹁
三
つ
星
﹂
評
価
を
維
持

し
た
ほ
か
︑
同
年
度
に
は
特
に

高
い
評
価
（
星
数
）
を
維
持
し

て
き
た
事
業
者
に
対
す
る
﹁
５

年
連
続
評
価
最
優
秀
事
業
者
﹂

に
も
選
ば
れ
て
い
る
︒

れ
以
前
か
ら
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
お
り
︑
そ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
︑
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る

燃
費
改
善
に
繋
げ
て
い
く
と

い
う
手
法
を
取
っ
た
の
で
あ

る
︒
そ
こ
で
︑
こ
こ
か
ら
は

同
社
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

多
彩
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
た
い
︒

　

先
述
の
通
り
︑
同
社
で
は

食
品
輸
送
を
中
心
に
事
業
を

展
開
し
て
い
る
︒
そ
の
中
で

も
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
︑

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
25
年
を
機
に
︑
新

た
に
始
め
た
取
り
組
み
は
な

い
と
い
う
︒
同
社
で
は
︑
そ

昨年燃費 10.77 ★

燃��費 11.35 ㍑ 10.79 ㍑ 10.46 ㍑

昨年燃費 10.32 ★ 10.58 10.47
燃��費 10.45 ㍑ 10.19 ㍑ 10.16 ㍑

昨年燃費 10.20 9.84
燃��費 9.72 ㍑ 9.24 ㍑ 9.00 ㍑

4月分 ����平� 均
昨年燃費 10.36 ★
燃 費 10.26 ㍑

グリｰンエコ燃費
平成�31�年�4�月分

Hさん

★Aさん

Eさん★Dさん

★Cさん★Bさん

Fさん

Gさん Iさん

★11ﾘｯﾄﾙ以上��3,000

★10ﾘｯﾄﾙ以上��2,000

★9.6ﾘｯﾄﾙ以上��1,000

★昨年評価点よりアップ  �500（但し平均点以上）

基
準（
右
数
字
は
手

当
支
給
額
／
円
）

加賀　式美
代表取締役

2トン冷蔵・冷凍車による食品輸送を中心に手がけている同社
「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」
最
高
評
価
の

「
三
つ
星
」ス
テ
ッ
カ
ー
が
車
体
に
輝
く

会社名 加賀運送有限会社
代表者 代表取締役　加賀 式美
本社所在地 東京都足立区千住桜木 1-14-2
設　立 昭和 60 年６月 14 日
資本金 1,000 万円
従業員数 14 人（うちドライバー９人）
車両台数 10 台

会社概要

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ガ
イ
ド
機
能
」
な
ど

に
よ
り
省
燃
費
を
実
現
す
る「
み
ま
も

り
く
ん
」
車
載
器

東京都トラック協会

「グリーン・エコプロジェクト」とは？
　東京都トラック協会では、地球温暖化防
止対策の対応を図るため、独自のCO2等
削減対策を盛り込んだ「グリーン・エコプ
ロジェクト」を、平成18年に立ち上げた。
今年4月30日現在で、東ト協会員事業者の
うち586社が同プロジェクトに参加してい
る。
　同プロジェクトでは、車両ごとに収集し
た燃費からデータベースを構築。「継続的
なエコドライブ活動の推進・支援」、「CO2
排出量の削減や燃費向上に伴うコスト削
減」、「事故防止」などに向けた取り組みを
展開している。
　同プロジェクトでは、「走行管理表」という1枚の紙に、毎月の給油量
と走行距離を手書きで記入していくことから始まる。車両ごとのデータ（車
両重量や使用燃料等）をもとに、データベース化を図り、走行管理表か
ら燃費データを収集・構築。これが、CO2排出量などの基礎となる。
　ドライバーは、走行管理表に日々燃費を記入していくことで、次第に自
分の燃費を把握できるようになる。また、走行管理表がドライバー同士
のコミュニケーションツールとなり、社内環境の改善にも繋がる。燃費を
意識した運転ができるようになると、エコドライブにもなり、事故が減少
する。さらに、正確なデータを得ることができるようになることで、自社
の経営改善に向けたツールとして活用することもできる。
　東ト協では、同プロジェクトを通じ、経営者・管理者・ドライバーなど
従業員一人ひとりの環境意識を向上させ、社会貢献・社会責任を主軸と
した「環境CSR（環境から進める経営改善）」の実現を目指している。
　なお、今回紹介した加賀運送㈲は、同プロジェクトの活動において、
率先した取り組みから燃費の向上など6つの選定基準において高い実績
を挙げた事業者として認められ、29年度「トップランナー賞」を受賞して
いる。

加
賀
運
送
有
限
会
社
（
東
京
都
足
立
区
）

地球環境を守るために
 　エコドライブに取り組むトラック運送業界（前編）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
平
成
26
年

３
月
に
「
新
・
環
境
基
本
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
促
進

な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。
社
会
と
共
生
し
、

環
境
に
優
し
い
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、
全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
重
要
性
を
認
識

し
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
お
よ
び
燃
料

管
理
手
法
の
確
立
に
よ
り
、
全
車
両
の
燃

費
の
改
善
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
今
年
の
環
境
特
集
で
は
「
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
」
を
テ
ー
マ
に
、
運
送
事
業
者

等
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
回
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
取
り
組
み

を
果
敢
に
進
め
、
30
年
度
東
京
都
貨
物

輸
送
評
価
制
度
「
５
年
連
続
評
価
最
優

秀
事
業
者
」
に
選
ば
れ
た
、
加
賀
運
送
㈲

（
東
京
都
足
立
区
）
に
お
け
る
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

燃
費
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
星
の
数
で
評
価

東
京
都
「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」
に
参
加

最
高
評
価「
三
つ
星
」奪
還
を
目
指
し
て

燃
費
結
果
に
応
じ
た
報
奨
制
度
を
充
実
化

「
環
境
に
優
し
い
」こ
と
が
荷
主
に
も
評
価

最
優
秀
事
業
者
と
し
て
取
り
組
み
深
化
へ

「
速
度
は
ゆ
っ
く
り
で
も
安
全
運
転
が
い
い
」

速
度
を
抑
え
た
走
行
が
省
燃
費
を
実
現

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
運
送
事
業
者
と
し
て
の
責
務
」

ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
欲
を
高
め
た
燃
費
の
「
見
え
る
化
」

環境特集 2019
6月は環境月間

環
境
に
優
し
い
安
全
運
転
を

デ
ー
タ
で
「
見
え
る
化
」
！

コラム
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この夏「かぶる日傘」着用で、外国人女性観光客に
もてまくること間違いなし…!!

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜停止距離編〜
	 【解 答】２面に問題
❶	○（教則第5章第4節	安全な速度
と車間距離2-1）空走距離と制動距
離を合わせたものが停止距離であ
る。
❷	×（教則第5章第4節	安全な速
度と車間距離2-1）制動距離とはブ
レーキが効き始めてから車が停止
するまでの距離をいう。運転者が危
険を感じてからブレーキを踏み、ブ
レーキが実際に効き始めるまでの
間に車が走る距離は、空走距離とい
う。
❸	○（教則第5章第4節	安全な速度

と車間距離2-2）重い荷物を積んで
いる場合は制動距離が長くなる。
❹	×（教則第5章第4節	安全な速度
と車間距離2-2）運転者が疲れてい
るときは、危険を認知して判断する
までに時間がかかるので、空走距離
が長くなる。
❺	○（教則第5章第4節	安全な速度
と車間距離2-3）路面が雨に濡れ、
タイヤがすり減っている場合の停止
距離は、乾燥した路面でタイヤの状
態が良い場合に比べて２倍程度に
延びることがある。

154「
卵
の
道
③
」 

錦
糸
卵
と
岩
国
寿
司

　

ト
ラ
ッ
ク
で
長
い
橋
を
渡

る
と
き
は
︑
左
右
の
景
色
が

大
き
く
広
が
っ
て
気
持
ち
が

お
お
ら
か
に
な
る
︒
で
も
︑

ひ
と
目
で
こ
の
橋
は
無
理
だ

と
わ
か
る
の
は
︑
山
口
県
岩

国
市
の
錦き

ん
た
い
き
ょ
う

帯
橋
︒
五
連
の
反

り
橋
で
︑
見
事
に
反
り
返
っ

た
カ
ー
ブ
だ
か
ら
︑
徒
歩
で

な
く
て
は
歯
が
立
た
な
い
︒

も
っ
と
も
︑
国
の
名
勝
だ
か

ら
車
は
禁
止
で
あ
る
︒

　

こ
の
橋
を
見
下
ろ
し
て
い

る
の
は
岩
国
城
︒
海
抜
２
０

０
㍍
の
城
山
に
築
か
れ
た
山

城
な
の
で
︑
お
殿
様
は
山
上

ま
で
運
び
や
す
く
て
保
存
が

利
く
押
し
寿
司
を
つ
く
ら
せ

た
︒
そ
れ
が
殿
様
寿
司
で
︑

具
だ
く
さ
ん
で
お
い
し
く
て

美
し
い
と
う
わ
さ
は
高
か
っ

た
も
の
の
︑
庶
民
の
口
に
入

寿
司
枠
に
ち
し
ゃ
の
葉
（
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
）
を
敷
き
︑
酢

飯
を
平
ら
に
置
く
︒
そ
の
上

に
酢
漬
け
の
れ
ん
こ
ん
︑
甘

辛
味
を
つ
け
た
あ
な
ご
︑
椎

茸
︑
そ
し
て
で
ん
ぶ
︑
青
み

の
野
菜
︑
錦
糸
卵
を
載
せ
る

の
だ
︒
次
に
︑
再
び
ち
し
ゃ

を
敷
き
︑
同
じ
よ
う
に
具
を

載
せ
て
い
く
︒
こ
れ
を
４
回

ほ
ど
繰
り
返
し
︑
押
し
ぶ
た

や
か
で
︑
食
欲
を
そ
そ
る
︒

　

そ
う
そ
う
︑
錦
糸
卵
と
は

薄
焼
き
卵
の
細
切
り
で
︑
錦に

し
き

の
糸
の
よ
う
だ
か
ら
と
名
が

付
い
た
︒
そ
し
て
︑
錦
帯
橋

に
は
錦
の
帯
に
見
立
て
た
と

い
う
説
が
あ
る
く
ら
い
だ
か

ら
︑
岩
国
寿
司
は
郷
土
料
理

に
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治

以
降
の
こ
と
︒
す
ぐ
さ
ま
大

好
評
を
得
て
︑
今
で
は
﹁
岩

国
寿
司
﹂
と
し
て
郷
土
料
理

の
代
表
に
な
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
寿
司
が
す
ば
ら
し
い

の
は
断
面
︒
具
が
幾
重
に
も

素
敵
な
層
を
な
し
て
い
る
の

だ
︒
そ
れ
だ
け
に
︑
つ
く
り

方
も
手
が
込
ん
で
い
る
︒
料

理
旅
館
﹁
半
月
庵
﹂
で
は
︑

を
し
て
重
石
を
か
け
る
︒
全

体
が
な
じ
ん
だ
ら
小
さ
く
切

り
分
け
て
で
き
あ
が
り
だ
︒

　

こ
の
岩
国
寿
司
は
具
と
す

し
飯
が
完
全
に
一
体
化
し
て
︑

一
つ
ひ
と
つ
の
と
き
と
は
別
の

お
い
し
さ
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
る
か
ら
︑
で
き
る
だ
け

大
口
を
開
い
て
食
べ
る
の
が

お
す
す
め
︒
な
お
︑
見
た
目

に
は
錦
糸
卵
の
黄
色
が
あ
で

令和元年度 中央近代化基金融資推薦申込公募
　全日本トラック協会ではこのたび、令和元年度中央近代化
基金融資（「補完融資」・「燃料費対策特別融資」）の申込受
付を開始する。
　この融資は、全ト協からの利子補給により、長期低利の融
資を推進し、トラック運送事業者の近代化･合理化を図るた

めに行われる。
　申し込みに必要な書類や融資条件の詳細等については、
全ト協ホームページに掲載の公募要綱を参照のこと。問い合
わせは、各都道府県トラック協会または全ト協経営改善事業
部（☎03-3354-1056）へ。

第43回　補完融資
❖公募推薦総枠
　30億円
❖公募期間
　令和元年6月17日（月）から11月29日（金）まで
（ただし、公募枠の30億円に達し次第、申し込みの受付を
締め切る）
❖推薦対象者
　各都道府県トラック協会（以下「都道府県ト協」）に加
入している貨物自動車運送事業法の許可を受けた運送事
業者、その共同体およびその持株会社（傘下の貨物自動
車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）（以下「事
業者」）であって、株式会社商工組合中央金庫（以下「商
工中金」）または商工中金の代理店の取引資格があるもの
（予定を含む）。
❖対象事業
①�トラックターミナル・配送センター等の物流施設の整備
に要する資金
・�近代化・合理化のための事務機器等の設置購入に要
する資金を含む
・「補修・改修」に要する資金を含む
②人材確保および生産性向上のための設備

・�福利厚生施設の整備に要する資金［男女別施設（トイ
レ・更衣室・休憩室等）を含む］
・�荷役機械購入に要する資金（テールゲートリフターの
設置を含む）���※車両購入および改造は除く

❖融資限度
　事業規模が1億円以上の大規模プロジェクトで、申込会
員の令和元年度以降の投資額の30％以内で未払金額の
範囲内とする。
　ただし、上限金額は5億円とし、投資額の30％が5千万
円未満の場合は5千万円とする。
❖利子補給率
　年0.3%
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限（全ト協必着日）
� 第1回� 令和元年��7月�31日（水）
� 第2回� 8月�30日（金）
� 第3回� 9月�30日（月）
� 第4回� 10月�31日（木）
� 第5回� 12月���6日（金）
❖融資推薦適否決定通知予定日
� 第1回� 令和元年��8月�16日（金）
� 第2回� 9月�13日（金）
� 第3回� 10月�18日（金）
� 第4回� 11月�15日（金）
� 第5回� 12月�20日（金）

第43回　燃料費対策特別融資
❖公募推薦総枠
　40億円
❖公募期間
　令和元年7月1日（月）から9月30日（月）まで
（ただし、公募枠の40億円に達し次第、申し込みの受付
を締め切る）
❖推薦対象者
　都道府県ト協に加入している貨物自動車運送事業者、その
共同体およびその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者
に係る資金調達を行う者に限る）であって、商工中金または
商工中金の代理店の取引資格があるもの（予定を含む）。
❖対象資金
①�ポスト新長期規制適合車または平成28年排出ガス規制

適合車で、平成27年度燃費基準を達成した車両の導入
に必要な設備資金

②�自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金
❖融資限度
　２千万円（都道府県ト協の限度額とは別枠とする）
❖利子補給率
　年0.3％
❖都道府県ト協から全ト協宛て融資推薦期限（全ト協必着日）
� 第1回� 令和元年��7月�31日（水）
� 第2回� 8月�30日（金）
� 第3回� 10月���4日（金）
❖融資推薦適否決定通知予定日
� 第1回� 令和元年��8月�16日（金）
� 第2回� 9月�13日（金）
� 第3回� 10月�18日（金）

▷▷▷　令和元年度　燃料供給施設等の設置に係る助成制度　◁◁◁
　全日本トラック協会では、燃料供給施設に係る助成を実施する。詳細は全ト協ホームページ「助成制度」を参照のこと。

天然ガス自動車用燃料供給施設等助成事業 名 称 自家用燃料供給施設整備支援助成事業
令和元年6月1日～8月31日 受付期間 令和元年8月1日～10月31日

　令和元年度内に燃料供給施設等を設置する者であって、
①都道府県ト協②都道府県ト協に所属する会員事業者であっ
て、当該所属協会からの推薦を受けた者③都道府県ト協に所
属する会員事業者が主体で構成された団体等であって、都道
府県ト協からの推薦を受けた者 ――に該当する者

要　件

　指定数量（1,000 リットル）以上の軽油を保管する専用タ
ンクの設置を伴う自家用燃料供給施設の新設、増設または
増設を伴う代替を行い、平成 31 年４月１日～令和 2 年２月
29 日までに市町村（地区消防組合等）より危険物取扱所の
完成検査済証の交付を受け、当該設備の支払いを完了するも
の（支払い完了には、割賦販売契約により導入した場合も含
む）

①天然ガス自動車用急速充填設備
②天然ガス自動車用昇圧供給装置
（ 助成対象となる燃料供給施設は、当該申請者のためのみ

に利用されるものは対象外）

対　象
会員事業者、協同組合、連合会
（交付申請は年度内 1 施設限り。平成 20 ～ 26・28 ～ 30
年度に全ト協から同事業による助成金の交付を受けた会員事
業者、協同組合・連合会は助成対象外）

① 新設＝助成対象経費に係る費用の 2 分の 1 以内（上
限 4 千万円）

② 増設および改造＝助成対象経費に係る費用の 2 分の
1 以内（上限 1 千万円）

助成額
① 軽油タンクの新設（設置１か所分のみ）＝100万円
② 軽油タンクの増設、増設を伴う代替＝30万円
（ 公募期間の初日等に申請が予算総額を超過した場

合は1件当たりの助成金額を減額する場合あり）
全ト協 交通・環境部 ☎ 03-3354-1045 問い合わせ先 全ト協 経営改善事業部 ☎ 03-3354-1056

7月１日〜9月30日

6月17日〜11月29日

６
月
１
日
～
10
日
は

「
電
波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間
」

不
法
無
線
局
対
策
を
強
化

　

総
務
省
で
は
︑
不
法
無
線

局
の
未
然
防
止
を
図
り
︑
電

波
利
用
環
境
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
︑
毎
年
６
月
１

日
か
ら
10
日
ま
で
を
﹁
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
﹂
と
し
て
設
定
︒
電

波
の
利
用
に
対
す
る
正
し
い

知
識
等
の
周

知
・
啓
発
活

動
を
実
施

し
︑
ポ
ス
タ

ー
（
写
真
）

を
作
成
し
て

電
波
の
利
用

ル
ー
ル
遵
守

を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

　

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信

・
妨
害
に
つ
い
て
は
︑
ダ
ン

プ
カ
ー
な
ど
の
大
型
ト
ラ
ッ

ク
等
に
設
置
さ
れ
た
︑
不
法

な
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
・
パ
ー
ソ

ナ
ル
無
線
や
市
民
ラ
ジ
オ
の

運
用
に
よ
る
も
の
が
多
数
含

ま
れ
て
お
り
︑
総
務
省
で
は

関
係
省
庁
・
団
体
に
対
し
︑

車
両
に
搭
載
さ
れ
る
不
法
無

線
局
の
開
設
・
運
用
防
止
へ

の
協
力
を
求
め
て
い
る
︒

総 務 省
全ト協
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▼
以
前
と

比
べ
て
︑
四

季
の
メ
リ
ハ

リ
が
薄
れ
て

き
た
感
じ
が
し
ま
す
︒
と
は
言
え
︑
こ

れ
か
ら
憂
鬱
な
梅
雨
の
季
節
が
到
来

し
ま
す
︒
も
と
も
と
傘
を
持
つ
こ
と
自

体
が
好
き
で
は
な
い
私
に
と
っ
て
︑
ス

ル
ー
し
た
い
嫌
な
時
期
で
す
︒
し
か

し
︑
五
穀
豊
穣
に
は
大
事
な
雨
︒
こ
の

季
節
は
不
可
欠
で
す
︒
▼
そ
ん
な
小
雨

降
る
中
︑
と
あ
る
ガ
ー
ド
下
で
聞
こ
え

た
軽
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
が
︑
私
の
心
を

鷲
掴
み
に
し
ま
し
た
︒
そ
の
音
は
︑
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
が
奏
で
る
郷
愁
を
誘
う

懐
メ
ロ
で
し
た
︒
演
奏
し
て
い
た
の
は

80
代
前
半
と
お
ぼ
し
き
男
性
︒
目
の
前

を
慌
た
だ
し
く
行
き
交
う
人
達
に
は

目
も
く
れ
ず
︑
う
っ
す
ら
と
目
を
開

け
︑
演
奏
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
︒
私

は
︑
惹
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
男
性
の

前
に
佇
む
数
人
の
輪
の
中
に
吸
い
込
ま

れ
て
い
き
ま
し
た
︒
▼
ま
る
で
︑
か
つ

て
森
繁
久
彌
が
演
じ
た
﹃
屋
根
の
上
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
﹄
の
主
人
公
・
テ

ヴ
ィ
エ
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
︒
帝

政
ロ
シ
ア
領
内
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
小

さ
な
村
で﹁
牛
乳
屋
﹂を
生
業
と
し
て
︑

妻
と
と
も
に
５
人
の
娘
を
育
て
上
げ

た
︑
厳
し
く
も
愛
情
溢
れ
る
あ
の
優
し

き
男
性
の
姿
に
だ
ぶ
っ
て
見
え
ま
し

た
︒
▼
２
～
３
曲
聞
い
た
と
こ
ろ
で
︑

男
性
は
時
間
が
き
た
の
か
帰
り
支
度

を
は
じ
め
ま
し
た
︒
私
は
︑
男
性
の
傍

ら
に
寄
り
添
い
話
を
聞
く
と
︑
彼
は
東

北
の
生
ま
れ
で
︑
こ
の
駅
に
は
﹁
集
団

就
職
列
車
﹂
で
上
京
し
た
の
で
︑
と
て

も
愛
着
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
︒

▼
高
度
経
済
成
長
期
の
１
９
５
４
（
昭

和
29
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
︑
都
会
の
企

業
に
就
職
す
る
た
め
臨
時
列
車
で
上

野
駅
を
目
指
し
た
﹁
集
団
就
職
列

車
﹂︒
当
時
は
︑
青
森
駅
か
ら
上
野
駅

ま
で
21
時
間
か
か
り
︑
最
盛
期
に
は
︑

35
の
道
府
県
か
ら
約
１
０
０
本
の
専
用

列
車
が
走
り
︑
お
よ
そ
７
万
８
千
人
の

若
人
が
上
京
し
た
と
の
こ
と
で
す
︒
▼

男
性
は
︑
定
年
後
に
念
願
の
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
を
習
い
︑
今
で
は
時
折
施
設
な

ど
で
演
奏
し
て
い
る
が
︑
こ
の
ガ
ー
ド

下
に
自
然
と
足
が
向
く
時
が
あ
る
︑
と

言
っ
て
い
ま
し
た
︒
▼
こ
の
ガ
ー
ド
下

は
隣
駅
ま
で
続
き
︑
宝
飾
︑
衣
料
︑
皮

革
︑
飲
食
な
ど
の
お
店
が
び
っ
し
り
軒

を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
す
︒
年
に
数
回

立
ち
寄
り
ま
す
が
︑
中
に
は
ビ
ー
ル
ケ

ー
ス
を
椅
子
代
わ
り
に
し
て
い
る
お
店

も
あ
り
︑
低
料
金
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

強
き
味
方
で
す
︒
▼
不
忍
池
近
く
の
湯

島
方
面
に
は﹁
あ
お
も
り
湯
島
﹂や﹁
岩

手
屋
﹂
な
ど
︑
東
北
地
方
の
名
前
を
看

板
に
し
て
い
る
お
店
が
数
軒
あ
り
ま

す
︒
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
東
北
地
方
の

出
身
者
が
経
営
す
る
お
店
で
す
︒
そ
の

中
に
は
﹁
集
団
就
職
列
車
﹂
で
上
京
し

て
お
金
を
蓄
え
︑
お
店
を
開
い
た
人
も

い
ま
す
︒
▼
私
は
︑
時
折
友
人
と
﹁
岩

手
屋
﹂
に
行
き
ま
す
が
︑
お
店
に
い
る

と
カ
ウ
ン
タ
ー
に
岩
手
県
人
が
集
ま

り
︑
石
川
啄
木
の
﹁
ふ
る
さ
と
の
訛
な

つ
か
し
停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に
そ
を

聴
き
に
ゆ
く
﹂
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
︒

同
郷
の
集
ま
り
は
温
か
い
で
す
ね
！

 

（
山
崎
薫
）
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こ
れ
に
よ
る
と
︑
陸
上
貨

物
運
送
事
業
に
お
け
る
死
亡

災
害
は
１
０
２
人
と
︑
前
年

に
比
べ
25
・
５
％
減
と
な
っ

推
移
﹂
で
あ
る
︒

　

30
年
の
死
亡
災
害
で
は

﹁
交
通
事
故
（
道
路
）﹂
が

47
人
と
最
も
多
く
︑
全
体
の

約
５
割
を
占
め
る
︒
一
方
︑

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
﹁
墜

落
・
転
落
﹂（
14
人
）︑﹁
は

さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
﹂

（
10
人
）
な
ど
の
荷
役
作
業

時
の
災
害
は
減
少
し
た
︒
一

方
で
︑
昨
年
夏
の
猛
暑
の
影

響
に
よ
り
︑熱
中
症
等
の
﹁
高

た
（
図
１
）︒
一
方
で
︑
陸
上

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
は

１
万
５
８
１
８
人
と
︑
前
年

に
比
べ
７
・
６
％
増
と
大
幅

に
増
加
し
た
（
図
２
）︒

　

30
年
は
︑
輸
送
活
動
の
大

き
さ
を
示
す
貨
物
自
動
車
の

輸
送
ト
ン
キ
ロ
数
が
前
年
と

同
様
高
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
︑
陸
上
貨
物
運
送
事
業

の
需
要
の
増
加
も
あ
っ
て
︑

死
傷
災
害
が
増
加
し
た
と
考

え
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
陸
上
貨
物
運
送
事

業
に
お
け
る
︑
26
年
以
降
の

労
働
災
害
発
生
状
況
の
推
移

は
図
３
・
４
の
通
り
で
あ
る
︒

特
に
︑
図
４
で
示
し
た
死
傷

者
数
は
27
年
以
降
︑
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
︒

温
・
低
温
物
と
の
接
触
﹂
が

７
人
と
大
き
く
増
加
し
て
い

る
︒

　

一
方
︑
死
傷
災
害
で
は
︑

﹁
交
通
事
故
（
道
路
）﹂
は

８
９
０
人
と
前
年
よ
り
も
減

　

厚
労
省
で
は
荷
役
作
業
時

の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
︑

事
業
者
と
荷
主
に
対
し
て
︑

　

30
年
の
1
年
間
に
発
生
し

た
労
働
災
害
に
つ
い
て
︑
発

生
状
況
を
図
１
・
２
に
ま
と

め
た
︒

　

表
は
︑
陸
上
貨
物
運
送
事

業
に
お
け
る
︑﹁
事
故
の
型

別　

労
働
災
害
発
生
状
況
の

イ
ン
﹂に
則
し
た
取
り
組
み
︑

ま
た
︑
荷
役
作
業
時
の
死
亡

災
害
の
約
８
割
を
占
め
る

﹁
墜
落
・
転
落
﹂︑﹁
荷
崩
れ
﹂︑

﹁
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
使
用
時

の
事
故
﹂︑﹁
無
人
暴
走
﹂
お

よ
び
﹁
ト
ラ
ッ
ク
後
退
時
の

事
故
﹂
を
荷
役
５
大
災
害
と

位
置
付
け
た
重
点
的
な
取
り

組
み
を
促
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒

少
し
た
も
の
の
︑﹁
墜
落
・

転
落
﹂（
４
４
１
０
人
）︑﹁
転

倒
﹂（
２
６
５
１
人
）︑﹁
動
作

の
反
動
・
無
理
な
動
作
﹂（
２

４
０
４
人
）
が
増
加
し
た
︒

25
年
に
策
定
し
た
﹁
陸
上
貨

物
運
送
事
業
に
お
け
る
荷
役

作
業
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ

死傷者数が３年連続で増加
　

厚
生
労
働
省
は
５
月
17
日
︑
平
成
30
年
﹁
労
働
災
害
発

生
状
況
﹂
を
公
表
し
た
（
関
連
１
面
）︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
陸
上
貨
物
運
送
事
業
で
の
死
傷
者
数

は
︑
前
年
よ
り
１
１
１
２
人
増
加
し
︑
３
年
連
続
の
増
加
と

な
っ
た
︒
労
働
災
害
等
に
よ
り
労
働
者
が
死
亡
ま
た
は
休

業
し
た
場
合
に
︑事
業
者
が
労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
す
る

﹁
労
働
者
死
傷
病
報
告
﹂
に
よ
る
死
傷
者
数
が
１
万
５
０
０

０
人
を
超
え
た
の
は
︑平
成
20
年
以
来
10
年
ぶ
り
と
な
る
︒

こ
こ
で
は
︑
30
年
の
陸
上
貨
物
運
送
事
業
の
災
害
発
生
状

況
に
つ
い
て
解
説
す
る
︒
同
内
容
を
︑
運
送
事
業
者
に
お

け
る
労
働
災
害
防
止
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
︒

平成 30年 労働災害発生状況（確定値）

図 1 図 2

図３　陸上貨物運送事業における死亡者数

平成 26

132 137
125

99 102

27 28 29 30
（年）

0

20

40

60

80

100

120

140

160

図４　陸上貨物運送事業における死傷者数
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厚
生
労
働
省
は
︑
過
労
死
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
へ
の
対
策
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
こ
と
や
︑
就
業
構
造
の
変
化
お
よ
び
労
働
者
の
働
き
方
の
多

様
化
を
踏
ま
え
︑
労
働
災
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
︑
安
心
し
て
健
康
に
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場
の
実
現
に
向
け
︑
国
︑
事
業
者
︑
労
働
者
等
の
関

係
者
が
目
指
す
目
標
や
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
定
め
た
﹁
第
13

次
労
働
災
害
防
止
計
画
﹂（
計
画
期
間
：
２
０
１
８
年
４
月
１
日
～
２
０
２

３
年
３
月
31
日
）
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
計
画
で
は
︑﹁
一
人
の
被
災
者
も
出
さ
な
い
と
い
う
基
本
理
念
の
下
︑

働
く
方
々
の
一
人
一
人
が
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
ち
得
る
よ
う
な
社

会
﹂
の
実
現
を
目
指
し
︑
８
つ
の
重
点
事
項
（
別
掲
）
を
定
め
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
計
画
で
は
︑﹁
死
亡
災
害
15
％
以
上
減
少
︑
死
傷
災
害
５
％

以
上
減
少
﹂
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
︒
ま
た
︑陸
上
貨
物
運
送
事
業
で
は
︑

﹁
死
傷
災
害
を
死
傷
年
千
人
率
で
５
％
以
上
減
少
﹂
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
い
て
は
︑
左
記
に
挙
げ
て
い
る
よ
う
な
様
々

な
対
策
を
通
じ
︑
職
場
に
お
け
る
労
働
災
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
︒

①
死
亡
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
た
対
策
の
推
進

②
過
労
死
等
の
防
止
等
の
労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
の
推
進

③ 

就
業
構
造
の
変
化
お
よ
び
働
き
方
の
多
様
化
に
対
応
し
た
対

策
の
推
進

④
疾
病
を
抱
え
る
労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
の
推
進

⑤
化
学
物
質
等
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
の
推
進

⑥
企
業
・
業
界
単
位
で
の
安
全
衛
生
の
取
組
の
強
化

⑦
安
全
衛
生
管
理
組
織
の
強
化
お
よ
び
人
材
育
成
の
推
進

⑧
国
民
全
体
の
安
全
・
健
康
意
識
の
高
揚
等

「８つの重点事項」 厚労省

２
０
２
３
年
３
月
末
ま
で
に
死
亡
災
害
15
％
以
上
減
・

死
傷
災
害
５
％
以
上
減
を
目
指
す

「
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」

1
平
成
30
年 

労
働
災
害
発
生
状
況
（
確
定
値
）

2
事
故
の
型
別
で
の
労
働
災
害
分
析

3
荷
役
作
業
時
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て

荷
役
作
業
時
の
災
害
防
止
を
！

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
災
害
が大

幅
増
加

荷
役
作
業
時
に
よ
る

死
傷
災
害
が
前
年
よ
り
増
加

「
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

則
し
た
取
り
組
み
を
！

厚労省 平成30年「労働災害発生状況」 陸上貨物運送事業


